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私
の
講
演
は
「
東
西
交
通
史
上
よ
り
觀
た
る
日
本
の
開
發
」
と
い
ふ
題
目
で
あ
る
。
他
の
講
師
方
の
講
演
題

目
は
、
日
本
の
開
國
の
當
時
、
若
く
は
開
國
以
後
に
關
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
私
の
講
演
は
寧
ろ
開
國
以
前
に

關
す
る
も
の
で
、
我
が
日
本
が
開
國
に
至
る
ま
で
に
、
い
か
な
る
風
に
し
て
、
世
界
に
知
ら
れ
て
行
つ
た
か
と

い
ふ
こ
と
を
、
主
と
し
て
御
話
い
た
し
た
い
と
思
ふ
。

　
抑
〻
我
が
日
本
は
建
國
以
來
既
に
約
二
千
六
百
年
を
經
て
、
隨
分
世
界
の
舊
國
の
一
と
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
る

の
で
あ
る
が
、
單
に
舊
い
と
い
ふ
だ
け
で
は
、
日
本
の
誇
に
は
な
ら
な
い
。
舊
い
は
舊
い
が
併
し
ま
た
同
時
に

新
し
い
こ
と
が
、
實
に
日
本
の
誇
る
べ
き
點
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
日
本
は
建
國
以
來
約
二
千
六
百
年
と
い
ふ
長

い
年
月
を
閲
し
つ
つ
、
そ
の
間
絶
え
ず
發
展
進
歩
を
續
け
て
來
た
、
實
に
新
し
い
國
で
あ
る
。
こ
の
點
が
日
本

の
特
色
で
あ
る
。
舊
い
國
は
兔
角
或
る
時
期
に
於
い
て
、
國
運
が
停
滯
す
る
と
か
、
或
は
老
衰
す
る
と
い
ふ
こ

と
を
免
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
獨
り
我
が
日
本
の
み
が
、
絶
え
ず
發
展
進
歩
を
續
け
得
た
所
以
は
、
何
に
因
る

か
と
い
へ
ば
、
そ
れ
は
日
本
國
民
が
外
國
と
觸
接
し
て
、
絶
え
ず
そ
の
新
し
い
文
化
、
新
し
い
知
識
を
攝
取
し

て
い
つ
た
と
い
ふ
こ
と
に
歸
す
る
の
で
あ
る
。

　
元
來
日
本
は
古
代
に
於
け
る
世
界
の
交
通
の
上
か
ら
見
る
と
所
謂
絶
海
の
孤
島
で
、
極
め
て
交
通
不
便
な
位

置
に
立
つ
て
居
つ
た
。
世
界
の
交
通
、
東
洋
と
西
洋
と
の
交
通
は
隨
分
古
く
、
二
千
年
近
く
も
以
前
か
ら
開
け

て
、
ギ
リ
シ
ア
人
な
ど
は
夙
に
東
洋
方
面
へ
出
掛
け
て
來
て
居
る
。
し
か
し
そ
の
東
洋
と
い
ふ
の
は
支
那
ま
で

で
、
日
本
へ
は
來
て
ゐ
な
い
。
日
本
が
遠
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
國
と
交
通
を
開
始
し
た
の
は
、
支
那
よ
り
一
千
年
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も
一
千
五
百
年
も
お
く
れ
て
ゐ
る
。
日
本
は
交
通
の
上
か
ら
觀
る
と
、
此
の
如
く
不
便
な
地
位
に
立
つ
た
に
拘

ら
ず
、
日
本
國
民
は
外
國
と
觸
接
す
る
機
會
あ
る
毎
に
、
そ
の
新
し
い
文
化
、
新
し
い
知
識
を
攝
取
す
べ
く
努

力
し
た
の
で
、
こ
の
點
は
餘
程
朝
鮮
人
や
支
那
人
と
趣
き
を
異
に
し
て
ゐ
る
と
思
ふ
。
支
那
人
や
朝
鮮
人
な
ど

は
古
代
に
於
て
は
、
日
本
よ
り
も
遙
に
交
通
上
、
便
利
な
位
置
に
立
つ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
外
國
の
新
知
識

や
新
文
化
を
取
入
れ
る
熱
心
さ
に
お
い
て
、
到
底
日
本
人
の
そ
れ
に
比
較
に
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
日
本
人
は
支

那
人
や
朝
鮮
人
に
比
し
て
、
遙
に
外
國
の
新
知
識
や
新
文
化
を
攝
取
す
る
に
熱
心
で
あ
つ
た
。
こ
れ
が
東
亞
に

於
て
日
本
の
み
が
今
日
の
如
く
優
勝
の
地
位
を
占
め
る
に
至
つ
た
主
要
な
る
原
因
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。

　
我
が
國
は
歐
米
諸
國
と
交
通
を
開
い
て
以
來
、
殊
に
明
治
時
代
に
、
盛
に
西
洋
の
文
物
を
輸
入
し
た
。
そ
の

熱
心
さ
は
世
界
の
驚
嘆
す
る
所
で
あ
る
が
、
併
し
こ
の
態
度
は
、
必
ず
し
も
西
洋
の
文
物
に
對
し
て
の
み
で
な

く
、
ま
た
明
治
時
代
に
限
つ
た
譯
で
な
い
。
維
新
の
五
ヶ
條
の
御
誓
文
の
一
に
あ
る
、
知
識
を
世
界
に
求
め
て
、

大
い
に
皇
基
を
振
起
す
る
こ
と
は
、
我
が
國
古
來
傳
統
の
大
方
針
と
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
か
み
唐
と
交
通

し
た
時
代
に
、
支
那
の
文
物
を
輸
入
し
た
熱
心
な
態
度
も
、
ま
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
來
航
し
た
時
代
に
、
極
西

の
知
識
を
輸
入
し
た
熱
心
な
態
度
も
、
格
別
明
治
時
代
の
そ
れ
に
遜
色
が
な
か
つ
た
。
私
は
二
三
の
實
例
を
擧

げ
て
、
こ
れ
を
證
明
し
よ
う
と
思
ふ
。

　
唐
時
代
に
支
那
に
新
た
に
傳
は
つ
た
佛
教
に
法
相
宗
が
あ
る
。
こ
れ
は
有
名
な
玄
弉
が
唐
の
太
宗
の
時
代
に

西
暦
六
四
五
年
に
、
印
度
か
ら
始
め
て
支
那
に
持
つ
て
歸
つ
た
新
宗
旨
で
あ
る
。
所
が
そ
の
時
日
本
か
ら
支
那
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に
留
學
し
て
居
つ
た
道
昭
と
い
ふ
僧
侶
が
直
に
玄
奘
に
就
い
て
こ
の
新
宗
旨
を
學
ん
で
、
之
を
日
本
へ
傳
來
し

た
。
道
昭
が
我
が
國
に
法
相
宗
を
傳
へ
た
の
は
、
孝
徳
天
皇
の
御
代
で
西
暦
六
五
三
年
に
當
る
。
即
ち
法
相
宗

が
印
度
か
ら
新
た
に
支
那
へ
傳
來
し
て
、
僅
か
八
年
經
つ
か
經
た
ぬ
う
ち
に
、
早
く
も
そ
の
新
宗
旨
が
日
本
へ

輸
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
儒
教
の
方
面
に
就
い
て
申
せ
ば
、
儒
教
の
經
典
に
孝
經
が
あ
る
。
こ
の
孝
經
は
支
那
歴
代
を
通
じ
て
尊
重
さ

れ
て
居
る
が
、
殊
に
唐
時
代
に
最
も
尊
重
さ
れ
て
、
唐
の
玄
宗
の
天
寶
三
載
（
西
暦
七
四
四
）
に
天
下
何
れ
の

家
で
も
、
家
毎
に
必
ず
孝
經
一
本
を
備
へ
て
、
朝
夕
講
習
せ
よ
と
い
ふ
御
布
令
が
發
せ
ら
れ
て
居
る
。
こ
の
新

し
い
制
度
は
、
間
も
な
く
我
が
國
に
採
用
さ
れ
て
、
稱
徳
天
皇
の
御
代
に
西
暦
七
五
七
年
に
、
我
が
國
で
も
家

毎
に
孝
經
一
本
を
備
へ
て
、
朝
夕
之
を
講
習
せ
よ
と
い
ふ
御
布
令
が
發
せ
ら
れ
て
居
る
。
丁
度
十
三
年
目
に
、

唐
の
新
制
度
が
我
が
國
に
實
施
さ
れ
た
譯
で
あ
る
。

　
方
面
を
變
へ
て
天
文
の
方
を
觀
る
と
、
唐
時
代
に
出
來
た
有
名
な
暦
に
大
衍
暦
が
あ
る
。
こ
の
大
衍
暦
は
唐

の
玄
宗
時
代
に
、
即
ち
唐
の
開
元
十
六
年
（
西
暦
七
二
八
）
か
ら
唐
の
朝
廷
に
採
用
さ
れ
た
新
暦
で
あ
る
。
然

る
に
當
時
支
那
に
留
學
し
て
居
つ
た
吉
備
眞
備
が
、
そ
の
大
衍
暦
の
非
常
に
優
秀
な
る
こ
と
を
聞
き
知
つ
て
、

そ
の
歸
朝
の
時
に
こ
の
暦
を
我
が
國
に
將
來
し
た
。
そ
れ
は
聖
武
天
皇
の
御
代
で
西
暦
七
三
四
年
で
丁
度
大
衍

暦
が
唐
に
採
用
さ
れ
て
か
ら
六
年
目
の
後
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
淳
仁
天
皇
の
御
代
に
な
る
と
、
西
暦
七
六
三
年

か
ら
こ
の
大
衍
暦
が
唐
同
樣
に
我
が
朝
廷
に
も
採
用
さ
れ
て
、
爾
後
約
百
年
の
間
、
こ
の
暦
が
日
本
の
正
暦
と

定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
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此
の
如
く
宗
教
で
も
儒
學
で
も
天
文
で
も
何
で
も
、
善
い
も
の
新
し
い
も
の
が
出
來
る
と
、
そ
れ
が
直
に
我

が
國
に
輸
入
さ
れ
る
。
八
年
と
か
十
三
年
と
か
六
年
だ
と
か
の
年
月
は
そ
の
頃
の
交
通
不
便
な
状
態
か
ら
考
へ

て
比
較
す
る
と
、
今
日
の
殆
ど
半
年
位
に
も
一
年
位
に
も
當
ら
な
い
の
で
あ
る
。
御
承
知
の
通
り
唐
時
代
に
於

け
る
日
本
と
支
那
と
の
交
通
は
、
非
常
に
困
難
で
あ
つ
た
。
小
さ
い
帆
船
で
羅
針
盤
の
設
備
も
な
く
、
從
つ
て

方
向
も
不
確
な
儘
に
、
頼
り
な
い
航
海
を
す
る
の
で
、
大
抵
三
度
に
一
度
は
難
船
す
る
と
い
ふ
有
樣
で
、
實
に

命
掛
け
で
航
海
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
我
が
朝
廷
か
ら
派
遣
す
る
遣
唐
使
の
船
な
ど
も
、
早
く
て
五
年

目
に
一
度
か
、
普
通
に
十
年
目
に
一
度
位
し
か
出
掛
け
て
居
ら
ぬ
、
此
等
の
事
情
に
も
拘
ら
ず
、
唐
の
新
し
い

制
度
や
文
物
や
宗
教
學
問
な
ど
を
、
或
は
六
年
或
は
八
年
或
は
十
三
年
の
後
に
直
に
我
が
國
に
輸
入
す
る
。
此

の
如
き
こ
と
は
他
國
人
に
は
容
易
に
企
て
及
ば
ぬ
こ
と
で
あ
る
、
試
み
に
朝
鮮
人
の
場
合
と
對
比
す
れ
ば
こ
の

點
が
よ
く
判
然
す
る
と
思
ふ
。

　
唐
時
代
の
朝
鮮
は
丁
度
新
羅
の
時
代
に
當
る
が
、
こ
の
新
羅
は
日
本
と
比
較
す
る
と
、
支
那
と
の
交
通
は
餘

程
便
利
で
あ
つ
た
。
第
一
陸
續
き
で
も
あ
り
、
大
抵
一
年
置
き
か
二
年
置
き
位
に
、
「
遣
唐
」
使
を
唐
の
朝
廷

へ
送
つ
て
ゐ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
彼
等
は
新
し
い
文
化
新
し
い
知
識
を
攝
取
す
る
點
に
於
て
、
日
本
と
は
ま

る
で
比
較
に
な
ら
ぬ
ほ
ど
緩
怠
で
あ
つ
た
。
例
へ
ば
さ
き
の
法
相
宗
で
あ
る
。
法
相
宗
の
支
那
に
傳
來
し
た
の

は
、
新
羅
統
一
以
前
で
は
あ
る
が
、
そ
の
時
新
羅
の
圓
測
と
い
ふ
僧
侶
が
長
安
に
留
學
し
て
居
つ
て
、
我
が
道

昭
と
前
後
し
て
、
玄
奘
三
藏
か
ら
こ
の
新
宗
教
の
奧
義
を
聽
聞
し
な
が
ら
、
之
を
そ
の
本
國
に
輸
入
し
て
居
ら

ぬ
。
法
相
宗
の
新
羅
に
傳
つ
た
時
代
は
、
正
確
に
は
申
さ
れ
ぬ
が
、
日
本
よ
り
餘
程
後
く
れ
、
約
百
年
位
も
後
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で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
孝
經
も
早
く
朝
鮮
に
傳
は
つ
て
居
つ
た
の
で
あ
る
が
、
唐
の
開
元
時
代
の
如
き
、
天
下
家

毎
に
一
本
を
備
へ
る
と
い
ふ
制
度
は
、
遂
に
朝
鮮
で
施
行
さ
れ
て
居
ら
ぬ
。
ま
た
當
時
新
羅
の
暦
は
甚
だ
不
完

全
で
あ
つ
た
と
想
像
せ
ら
る
る
に
、
優
秀
な
る
大
衍
暦
が
出
來
て
も
、
新
羅
の
政
府
は
遂
に
之
を
採
用
せ
な
か

つ
た
。
新
羅
は
支
那
と
の
交
通
が
頻
繁
で
あ
り
、
便
利
で
あ
つ
た
に
拘
ら
ず
、
此
の
如
く
新
し
い
文
化
、
新
し

い
知
識
を
輸
入
す
る
の
に
不
熱
心
で
あ
つ
て
、
到
底
我
が
國
と
同
一
に
談



る
こ
と
が
出
來
ぬ
の
で
あ
る
。

　
序
に
申
述
べ
る
が
、
こ
の
大
衍
暦
は
支
那
で
出
來
た
古
今
の
暦
の
う
ち
で
、
最
も
優
秀
な
る
暦
で
あ
る
の
み

な
ら
ず
、
世
界
に
對
し
て
も
誇
る
に
足
る
べ
き
優
秀
な
る
暦
で
あ
つ
た
。
こ
の
暦
は
支
那
の
有
名
な
一
行
と
い

ふ
僧
侶
が
、
唐
の
玄
宗
の
開
元
年
間
に
作
製
し
た
も
の
で
あ
る
。
玄
宗
の
開
元
の
初
期
に
使
用
さ
れ
て
居
つ
た

暦
は
、
唐
の
高
宗
の
麟
徳
二
年
（
西
暦
六
六
五
）
に
、
之
も
有
名
な
李
淳
風
の
作
つ
た
麟
徳
暦
で
あ
る
が
、
開

元
の
頃
と
な
る
と
、
こ
の
麟
徳
暦
が
不
正
確
と
な
り
、
暦
と
天
體
の
運
行
と
が
一
致
を
缺
く
こ
と
に
な
り
、
暦

表
に
日
蝕
と
記
載
し
て
あ
る
日
に
日
蝕
が
な
か
つ
た
り
、
種
々
の
不
便
が
起
つ
た
の
で
、
改
暦
の
必
要
を
感
じ

た
。

　
唐
の
天
文
臺
に
は
早
く
か
ら
、
印
度
人
の
天
文
學
者
が
勤
務
し
て
居
つ
た
が
、
玄
宗
時
代
に
改
暦
の
氣
運
が

熟
す
る
と
、
當
時
の
太
史
監
で
後
世
の
天
文
臺
長
と
も
い
ふ
べ
き
位
置
に
在
つ
た
、
印
度
人
の
瞿
曇
悉
達
（

〔G
autam

a
Siddha'rta

〕
）
と
い
ふ
天
文
學
者
は
、
印
度
暦
の
名
譽
を
發
揮
す
る
に
は
、
こ
の
時
機
を
逸
し
て

は
な
ら
ぬ
と
考
へ
、
開
元
六
年
（
西
暦
七
一
八
）
に
印
度
暦
を
漢
譯
し
て
九
執
暦
を
公
に
し
た
。
九
執
と
は
梵
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語
〔N

avagra^ha

〕
の
意
譯
で
あ
る
。N

ava

と
は
九
と
い
ふ
數
で
、
〔G

ra^ha

〕
の
本
來
の
意
味
は
「
執
へ

る
」
又
「
掴
へ
る
」
こ
と
で
あ
る
が
、
同
時
に
そ
の
本
義
を
延
ば
し
て
曜



を
も
意
味
す
る
。
曜
は
人
間
の
運
命

を
掴
へ
て
支
配
す
る
と
い
ふ
考
か
ら
、
曜
を
も
〔G

ra^ha

〕
と
稱
す
る
の
で
あ
る
。
印
度
の
天
文
は
日
・
月

・
水
・
火
・
木
・
金
・
土
、
其
他
の
都
合
九
個
の
〔G

ra^ha

〕
を
本
と
す
る
か
ら
、
そ
の
暦
を
九
執
暦
又
は

九
曜
暦
と
稱
し
た
も
の
と
思
ふ
。

　
か
く
て
玄
宗
の
開
元
六
年
に
印
度
の
天
文
學
者
の
瞿
曇
悉
達
が
改
暦
の
參
考
に
供
す
べ
く
、
九
執
暦
を
漢
譯

す
る
と
、
更
に
そ
の
翌
年
の
開
元
七
年
（
西
暦
七
一
九
）
に
中
央
ア
ジ
ア
の
吐
火
羅
（Tokhara

）
國
の
王
が
、

唐
改
暦
の
噂
を
聞
き
傳
へ
た
と
見
え
、
天
文
學
に
堪
能
な
る
其
國
の
僧
侶
を
長
安
に
送
つ
て
、
改
暦
の
手
傳
ひ

を
願
ひ
出
て
ゐ
る
。
ま
た
同
じ
年
に
今
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
地
方
に
當
る
迦
畢
試
（K

apisa

）
國
の
政
府
か
ら

も
、
天
文
に
關
す
る
文
獻
を
唐
の
朝
廷
に
送
呈
し
て
居
る
。
兔
に
角
唐
の
朝
廷
で
改
暦
の
議
が
始
ま
る
と
、
中

央
ア
ジ
ア
の
イ
ラ
ン
（
波
斯
）
系
の
天
文
と
、
印
度
系
の
天
文
と
、
支
那
傳
統
の
天
文
と
が
、
三
つ
巴
と
な
つ

て
優
劣
を
爭
う
た
。
こ
の
最
中
に
支
那
に
一
行
と
い
ふ
偉
大
な
天
文
學
者
が
出
て
、
開
元
九
年
（
西
暦
七
二
一
）

か
ら
十
五
年
（
西
暦
七
二
七
）
ま
で
か
か
つ
て
、
最
も
完
全
な
る
大
衍
暦
を
作
製
し
た
。
一
行
は
開
元
十
五
年

に
年
僅
か
四
十
五
歳
で
死
ん
だ
が
、
彼
の
死
後
に
種
々
の
實
驗
に
よ
つ
て
、
大
衍
暦
が
最
も
優
秀
で
あ
る
こ
と

が
立
證
さ
れ
て
、
開
元
十
六
年
か
ら
唐
の
朝
廷
に
採
用
さ
れ
、
や
が
て
又
我
が
國
に
も
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
大
衍
暦
の
實
質
に
つ
い
て
は
、
西
洋
の
天
文
學
者
が
隨
分
早
く
か
ら
研
究
し
て
居
り
、
ま
た
我
が
國
の

天
文
學
者
も
相
當
深
く
研
究
し
て
居
る
。
私
の
友
人
の
さ
る
天
文
學
者
の
研
究
に
よ
る
と
、
こ
の
大
衍
暦
は
頗
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る
優
秀
な
も
の
で
、
今
日
現
行
の
太
陽
暦
に
比
し
て
、
餘
り
遜
色
が
な
い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
私
の
友
人
か

ら
傳
へ
聞
い
た
所
に
よ
つ
て
、
大
衍
暦
と
現
行
の
太
陽
暦
を
對
比
す
る
と
、
次
の
如
く
接
近
し
て
居
る
。

　
　
　
　
　
　
　
大
衍
暦
　
　
　
　
　
　
　
太
陽
暦

　
　
太
陽
年
　
　365

日
　2444

　
　
　365

日
　2422

　
　
太
陰
月
　
　29
日
　
　53059

　
　29

日
　
　530588

　
即
ち
一
年
の
長
さ
の
測
量
と
い
ひ
、
一
月
の
長
さ
の
測
量
と
い
ひ
、
兩
者
は
殆
ど
一
致
と
い
ふ
程
接
近
し
て

居
る
。
千
二
百
年
前
の
諸
事
不
便
な
時
代
に
出
來
た
大
衍
暦
と
し
て
は
、
そ
の
精
確
な
る
こ
と
驚
嘆
に
價
ひ
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
さ
れ
ば
西
洋
の
天
文
學
者
の
間
に
於
け
る
一
行
の
名
譽
は
非
常
な
も
の
で
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
、
サ
ン
ト
・
ジ

ュ
ヌ
ヴ
ィ
エ
ヴ
（
〔St.G

enevie've
〕
）
と
い
ふ
有
名
な
圖
書
館
の
入
口
に
、
世
界
の
古
今
を
通
じ
て
最
も
傑

出
し
た
大
科
學
者
三
十
三
人
許
り
の
名
を
鑿
り
つ
け
て
あ
る
。
そ
の
三
十
三
名
中
に
一
行
が
加
へ
ら
れ
、
一
行

を
現
代
支
那
音
で
現
は
し
た
イ
ー
シ
ン
（Y

-hsing
）
と
い
ふ
名
が
、
そ
こ
に
鑿
り
付
け
ら
れ
て
居
る
。
コ
ペ

ル
ニ
ク
ス
（C

opernicus

）
や
ニ
ュ
ー
ト
ン
（N

ew
ton

）
な
ど
の
西
洋
の
大
科
學
者
の
間
に
伍
し
て
、
獨
り
東

洋
を
代
表
す
る
一
行
の
名
が
、
燦
と
し
て
異
彩
を
放
つ
て
居
る
と
い
ふ
。
此
の
如
き
大
天
才
の
一
行
の
作
製
し

た
優
秀
な
る
大
衍
暦
は
、
間
も
な
く
日
本
に
將
來
採
用
さ
れ
た
に
拘
ら
ず
、
新
羅
は
遂
に
之
を
採
用
せ
な
か
つ

た
。
こ
の
一
事
に
よ
つ
て
も
、
兩
國
人
の
新
し
い
文
化
、
新
し
い
知
識
に
對
す
る
熱
心
の
相
違
が
判
然
す
る
で

は
な
い
か
。
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時
代
は
八
百
年
程
降
る
が
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
西
洋
の
新
式
鐵
砲
を
東
亞
に
輸
入
し
た
場
合
に
も
、
同
じ
例

證
を
提
供
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
こ
の
場
合
に
も
日
本
人
は
支
那
人
に
比
し
て
、
新
し
い
知
識
を
攝
取
す
る
熱

心
が
、
遙
に
多
大
で
あ
る
こ
と
が
證
明
さ
れ
る
。
一
體
鐵
砲
に
必
要
缺
く
べ
か
ら
ざ
る
火
藥
は
、
今
か
ら
九
百

年
程
前
に
北
宋
時
代
に
、
支
那
で
發
明
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
火
藥
を
利
用
し
た
鐵
砲
と
い
ふ
武
器
が
戰
場
に

現
は
れ
て
來
た
の
は
、
南
宋
時
代
か
ら
で
あ
る
。

　
元
來
礮
又
は
砲
と
は
石
を
飛
ば
す
機
械
で
、
支
那
で
は
秦
漢
時
代
、
若
く
ば
そ
の
以
前
か
ら
戰
爭
に
使
用
さ

れ
て
居
つ
た
。
丁
度
撥
釣
瓶
の
樣
な
仕
掛
で
、
大
き
い
石
を
敵
陣
の
中
へ
撥
ね
飛
ば
す
の
で
あ
る
。
所
が
火
藥

が
發
明
さ
れ
て
、
こ
れ
を
武
器
に
利
用
す
る
樣
に
な
る
と
、
鐵
の
器
の
中
へ
火
藥
を
充
填
し
て
之
に
火
を
點
け
、

同
樣
の
仕
掛
け
で
之
を
敵
陣
へ
撥
ね
飛
ば
し
て
、
爆
發
せ
し
む
る
こ
と
と
な
つ
た
。
石
を
飛
ば
す
普
通
の
砲
と

區
別
し
て
、
之
を
鐵
砲
と
も
火
砲
と
も
い
ふ
。
こ
れ
が
鐵
砲
の
本
義
で
あ
る
。
こ
の
鐵
砲
は
支
那
で
は
南
宋
か

ら
元
時
代
に
か
け
て
、
戰
爭
に
使
用
さ
れ
て
居
る
。

　
元
の
世
祖
が
我
が
國
に
入
寇
し
た
時
、
即
ち
弘
安
四
年
（
西
暦
一
二
八
一
）
の
役
に
蒙
古
軍
は
こ
の
鐵
砲
と

い
ふ
新
武
器
を
使
用
し
て
、
大
い
に
我
が
軍
を
惱
ま
し
た
。
こ
の
時
代
の
鐵
砲
な
ど
は
、
事
實
さ
し
て
大
な
る

效
力
は
な
か
つ
た
筈
と
想
は
れ
る
が
、
兔
に
角
日
本
人
に
と
つ
て
は
、
全
く
未
見
未
聞
の
新
武
器
と
て
、
實
效

以
上
の
威
嚇
を
與
へ
た
も
の
と
見
え
、
當
時
の
記
録
に
も
、

　
　
て
つ
ほ
う
と
て
鐵
丸
に
火
を
包
で
烈
し
く
飛
ば
す
。
あ
た
り
て
わ
る
ゝ
時
、
四
方
に
火
炎
ほ
と
ば
し
り
て
、

　
　
煙
を
以
て
く
ら
ま
す
。
又
そ
の
音
甚
だ
高
け
れ
ば
心
を
迷
は
し
、
き
も
を
消
し
、
目
く
ら
み
、
耳
ふ
さ
が
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れ
て
、
東
西
を
知
ら
ず
な
る
。
之
が
爲
に
打
る
ゝ
者
多
か
り
。

な
ど
あ
つ
て
、
我
が
將
士
が
敵
の
鐵
砲
の
攻
撃
に
、
困
難
恐
慌
し
た
有
樣
を
察
知
す
る
こ
と
が
出
來
る
。

　
支
那
で
發
明
さ
れ
た
火
藥
は
、
蒙
古
時
代
に
歐
洲
方
面
へ
傳
つ
た
。
之
に
は
從
來
種
々
異
説
も
あ
る
が
、
今

日
で
は
一
般
に
火
藥
は
東
洋
か
ら
歐
洲
に
傳
つ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
て
居
る
。
火
藥
が
傳
る
と
間
も
な
く
之
を

利
用
し
た
新
式
鐵
砲
、
即
ち
金
屬
製
有
筒
式
火
器
が
製
作
さ
れ
て
、
戰
爭
に
使
用
さ
れ
て
來
た
。
こ
の
新
式
鐵

砲
は
支
那
の
舊
式
鐵
砲
に
比
し
て
、
可
な
り
有
效
で
あ
つ
た
が
、
そ
れ
が
更
に
次
第
に
改
良
さ
れ
て
、
十
六
世

紀
の
初
期
に
な
る
と
、
餘
程
有
效
な
武
器
と
な
り
、
歐
洲
の
在
來
の
戰
術
も
、
之
が
爲
に
一
變
す
る
氣
運
と
な

つ
た
。

　
こ
の
十
六
世
紀
の
半
頃
の
天
文
十
二
年
（
西
暦
一
五
四
三
）
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
我
が
大
隅
の
種
子
島
へ
や

つ
て
來
て
、
新
式
の
鐵
砲
を
輸
入
し
た
。
丁
度
戰
國
時
代
の
事
と
て
、
こ
の
舶
來
の
新
武
器
の
鳥
銃
が
、
瞬
く

間
に
日
本
全
國
に
採
用
さ
れ
た
。
我
が
國
に
於
け
る
鐵
砲
傳
來
の
歴
史
に
最
も
關
係
の
あ
る
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人

ピ
ン
ト
（Fernam

 M
endez pinto

）
の
記
録
を
信
ず
る
な
ら
ば
、
新
式
鐵
砲
即
ち
鳥
銃
が
我
が
國
に
傳
來
し
て

僅
に
十
三
年
後
の
一
五
五
六
年
の
頃
に
は
、
新
式
鐵
砲
は
驚
く
べ
き
勢
ひ
で
日
本
全
國
へ
行
渡
つ
て
、
豐
後
の

府
中
（Fucheo

）
す
な
は
ち
今
の
大
分
の
城
下
だ
け
で
も
三
萬
梃
の
鐵
砲
が
あ
り
、
日
本
全
國
を
總
計
し
た
な

ら
ば
、
恐
ら
く
三
十
萬
梃
位
の
鐵
砲
が
使
用
さ
れ
て
居
つ
た
と
い
ふ
。
た
つ
た
十
三
年
で
こ
の
有
樣
で
あ
る
。

こ
れ
は
日
本
人
が
鐵
砲
の
製
造
法
を
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
か
ら
學
び
傳
へ
て
、
盛
ん
に
製
造
し
た
か
ら
で
日
本
人
が

新
式
武
器
を
取
入
れ
る
熱
心
に
は
、
流
石
の
ピ
ン
ト
も
驚
嘆
し
て
居
る
。
ピ
ン
ト
の
傳
ふ
る
所
の
鐵
砲
の
數
な
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ど
は
し
ば
ら
く
疑
問
と
し
て
措
い
て
も
、
當
時
の
日
本
人
が
、
新
式
武
器
を
利
用
す
る
熱
心
は
、
外
國
人
を
し

て
感
心
せ
し
む
る
程
で
あ
つ
た
事
實
は
疑
ふ
事
が
出
來
ぬ
。

　
天
文
十
二
年
に
新
式
鐵
砲
が
我
が
國
に
傳
來
し
て
か
ら
、
五
十
年
經
つ
た
文
禄
元
年
（
西
暦
一
五
九
二
）
に

な
る
と
、
豐
太
閤
の
朝
鮮
征
伐
が
始
ま
る
。
こ
の
頃
に
は
新
式
鐵
砲
は
我
が
國
の
最
も
有
力
な
武
器
と
な
つ
た
。

當
時
朝
鮮
人
は
全
然
新
式
鐵
砲
の
使
用
を
知
ら
ぬ
。
支
那
人
は
我
が
日
本
人
よ
り
約
三
十
年
も
早
く
ポ
ル
ト
ガ

ル
人
と
觸
接
し
て
居
り
、
從
つ
て
我
が
國
人
よ
り
も
早
く
新
式
鐵
砲
の
效
能
を
承
知
し
て
居
つ
た
筈
で
あ
る
が
、

例
の
保
守
的
氣
質
で
、
我
が
國
人
の
如
く
熱
心
に
こ
の
新
武
器
を
歡
迎
せ
な
か
つ
た
。
故
に
文
禄
征
韓
の
頃
に

な
つ
て
も
、
舶
來
の
新
式
鐵
砲
は
、
中
々
支
那
内
地
に
行
渡
つ
て
居
ら
ぬ
。
殊
に
朝
鮮
に
出
掛
け
た
北
支
那
遼

東
方
面
の
明
軍
な
ど
は
、
朝
鮮
人
以
上
に
新
式
鐵
砲
の
使
用
に
不
案
内
で
あ
つ
た
。
そ
れ
で
朝
鮮
人
も
明
人
も
、

皆
我
が
軍
の
新
式
鐵
砲
に
辟
易
し
て
居
る
。

　
當
時
日
本
軍
の
戰
術
は
、
一
番
先
に
鐵
砲
で
ド
ー
ン
と
や
る
。
か
く
し
て
敵
を
威
嚇
し
て
置
い
て
、
向
ふ
が

驚
い
て
う
ろ
う
ろ
す
る
間
に
、
日
本
刀
で
斬
り
捲
く
る
。
こ
れ
が
日
本
軍
の
戰
術
で
あ
つ
た
。
そ
れ
で
支
那
人

や
朝
鮮
人
の
書
い
た
、
こ
の
時
代
の
記
録
を
見
る
と
、
何
れ
も
日
本
の
鐵
砲
と
刀
と
こ
の
二
の
武
器
に
非
常
に

閉
口
し
て
居
る
。
文
禄
征
韓
の
役
に
我
が
軍
が
勝
利
を
得
た
原
因
は
、
種
々
あ
る
で
あ
ら
う
が
、
こ
の
新
式
鐵

砲
を
利
用
し
た
こ
と
が
、
確
に
そ
の
主
要
な
る
原
因
の
一
と
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
三
百
年
前
の
弘
安
の
役
に
は
、

日
本
は
蒙
古
高
麗
聯
合
軍
の
爲
に
、
舊
式
の
鐵
砲
で
散
々
に
苦
し
め
ら
れ
た
が
、
三
百
年
後
の
文
禄
の
役
に
は
、

竹
篦
返
へ
し
に
、
新
式
の
鐵
砲
で
明
と
朝
鮮
の
聯
合
軍
を
散
々
に
打
ち
破
つ
た
。
鐵
砲
で
受
け
た
苦
し
み
を
鐵
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砲
で
首
尾
よ
く
仕
返
し
を
し
た
と
い
ふ
譯
で
あ
る
。
こ
れ
も
畢
竟
我
が
國
人
が
新
し
い
武
器
を
支
那
人
よ
り
も

遙
に
熱
心
に
歡
迎
利
用
し
た
結
果
に
外
な
ら
ぬ
。
此
等
二
三
の
實
例
に
よ
つ
て
も
我
が
國
人
が
支
那
人
や
朝
鮮

人
以
上
熱
心
に
、
古
來
知
識
を
海
外
に
求
め
て
、
外
國
の
長
所
を
採
用
し
た
一
端
を
窺
知
し
得
る
と
思
ふ
。

　
さ
て
本
題
に
立
ち
返
つ
て
我
が
國
外
と
國
と
の
交
通
の
跡
を
た
づ
ね
る
と
、
第
一
が
朝
鮮
半
島
と
の
交
通
で
、

次
が
支
那
大
陸
と
の
交
通
で
あ
る
。
支
那
と
の
交
通
は
漢
時
代
か
ら
始
ま
り
、
隋
唐
時
代
に
盛
大
を
加
へ
た
。

か
く
て
我
が
國
は
支
那
と
は
盛
に
交
通
し
た
が
、
支
那
以
西
の
諸
國
と
は
、
直
接
に
交
通
を
開
か
な
か
つ
た
。

さ
れ
ど
支
那
は
、
殊
に
唐
時
代
の
支
那
は
、
世
界
文
化
の
中
心
で
あ
り
、
且
つ
又
外
交
の
中
心
で
あ
つ
た
か
ら
、

あ
ら
ゆ
る
諸
外
國
の
人
達
が
こ
こ
に
來
集
し
た
か
ら
、
我
が
國
人
は
直
接
西
方
に
出
掛
け
ず
と
も
、
支
那
で
遠

西
諸
國
の
人
達
と
觸
接
の
機
會
が
尠
く
な
か
つ
た
。

　
こ
の
唐
時
代
に
世
界
で
一
番
貿
易
通
商
に
活
躍
し
た
の
は
ア
ラ
ビ
ア
商
人
で
、
彼
等
ア
ラ
ビ
ア
商
人
は
、
西

は
ア
フ
リ
カ
の
西
端
か
ら
、
東
は
ア
ジ
ア
の
東
端
に
至
る
間
の
、
即
ち
舊
世
界
の
殆
ど
端
々
に
至
る
ま
で
の
貿

易
權
を
握
つ
て
居
つ
て
、
南
支
那
へ
も
隨
分
澤
山
の
ア
ラ
ビ
ア
商
人
が
來
集
居
留
し
て
居
つ
た
。
殊
に
揚
子
江

の
口
に
や
や
近
い
揚
州
と
い
ふ
處
は
、
入
唐
の
日
本
人
が
必
ず
通
過
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
都
市
で
あ
る
が
、
こ

こ
に
幾
千
人
の
ア
ラ
ビ
ア
商
人
が
滯
在
し
て
を
つ
た
。
自
然
ア
ラ
ビ
ア
商
人
は
支
那
で
日
本
人
と
觸
接
す
る
機

會
も
尠
く
な
く
、
ま
た
日
本
國
に
關
す
る
知
識
を
得
る
譯
で
あ
る
。

　
當
時
の
ア
ラ
ビ
ア
商
人
即
ち
マ
ホ
メ
ッ
ト
教
徒
は
、
我
が
國
の
名
を
ワ
ク
ワ
ク
（
〔W

a^kw
a^k

〕
）
と
傳
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へ
て
居
る
。
ワ
ク
ワ
ク
と
は
申
す
迄
も
な
く
倭
國
の
音
譯
で
あ
る
。
支
那
人
は
古
く
我
が
國
を
倭
國
と
呼
ん
だ
。

唐
時
代
の
支
那
人
も
同
樣
に
我
が
國
を
倭
國
と
呼
ん
だ
。
唐
時
代
に
は
日
本
と
い
ふ
國
號
も
既
に
出
來
て
は
居

る
が
、
こ
の
日
本
と
い
ふ
國
號
は
、
日
本
人
自
身
の
付
け
た
も
の
で
、
唐
時
代
の
支
那
人
は
餘
り
使
用
せ
ぬ
。

唐
時
代
の
支
那
人
は
依
然
我
が
國
を
倭
國
と
稱
し
た
。
直
接
我
が
國
へ
通
交
せ
ず
、
支
那
で
日
本
人
と
接
觸
の

機
會
が
あ
つ
た
に
し
て
も
、
一
般
の
場
合
で
は
支
那
人
を
通
じ
て
我
が
國
號
を
知
つ
た
所
の
ア
ラ
ビ
ア
商
人
等

は
、
支
那
人
同
樣
に
、
我
が
國
を
倭
國
と
呼
ん
だ
こ
と
に
何
等
の
不
思
議
も
な
い
。
唐
時
代
の
支
那
人
は
倭
國

を
ワ
ク
ウ
オ
ク
（W

a-kw
ok

）
と
稱
し
た
筈
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
ワ
ク
ウ
オ
ク
を
聞
き
傳
へ
た
ア
ラ
ビ
ア
商
人

達
が
、
ワ
ク
ワ
ク
（
〔W

a^kw
a^k

〕
）
と
訛
つ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

　
こ
の
ワ
ク
ワ
ク
す
な
は
ち
倭
國
と
い
ふ
我
が
國
號
が
、
始
め
て
ア
ラ
ビ
ア
の
記
録
に
現
は
れ
た
の
は
、
西
暦

九
世
紀
の
半
頃
丁
度
八
五
〇
年
の
頃
即
ち
唐
の
や
や
末
期
に
編
纂
さ
れ
た
イ
ブ
ン
・
コ
ル
ダ
ー
ド
ベ
ー
（
〔Ib

n
K

horda^dbeh

〕
）
と
い
ふ
人
の
地
理
書
で
あ
つ
て
、
そ
の
地
理
書
の
中
に
次
の
如
き
記
事
が
見
え
る
。

　
　
支
那
の
東
方
に
ワ
ク
ワ
ク
（
〔W

a^kw
a^k

〕
）
と
い
ふ
國
號
を
有
す
る
群
島
が
あ
る
。
黄
金
の
極
め
て

　
　
豐
富
な
國
で
、
「
黄
金
が
豐
富
な
る
爲
」
そ
の
國
民
は
飼
犬
を
羈
ぐ
鎖
に
も
黄
金
を
用
ゐ
、
飼
猿
の
首
環

　
　
に
も
黄
金
を
用
ふ
る
程
で
あ
る
。
彼
等
は
黄
金
を
鏤
め
た
外
套
を
着
用
し
て
居
る
。

　
こ
れ
が
西
ア
ジ
ア
の
記
録
に
、
我
が
國
の
こ
と
を
紹
介
し
た
最
初
の
記
事
で
あ
る
。
我
が
國
に
黄
金
が
多
い

と
吹
聽
し
た
記
事
は
、
如
何
な
る
事
實
に
本
づ
い
た
も
の
か
判
然
せ
ぬ
。
併
し
古
代
か
ら
ギ
リ
シ
ア
人
や
印
度

人
の
間
に
、
世
界
の
東
方
に
黄
金
を
多
量
に
産
出
す
る
土
地
が
あ
る
と
い
ふ
傳
説
が
行
は
れ
て
居
つ
た
か
ら
、
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そ
れ
を
ワ
ク
ワ
ク
國
即
ち
我
が
國
に
附
會
し
た
も
の
か
、
或
は
唐
宋
時
代
に
は
我
が
國
の
産
業
が
未
だ
發
達
せ

ず
、
從
つ
て
唐
の
末
頃
に
支
那
へ
出
掛
け
て
貿
易
し
た
我
が
國
人
は
、
金
と
か
銀
と
か
又
は
砂
金
な
ど
を
使
用

し
た
か
ら
、
か
か
る
噂
が
起
つ
た
も
の
か
、
そ
の
邊
の
事
情
は
十
分
明
白
で
な
い
。

　
イ
ブ
ン
・
コ
ル
ダ
ー
ド
ベ
ー
の
地
理
書
以
後
の
マ
ホ
メ
ッ
ト
教
徒
の
記
録
に
も
、
ワ
ク
ワ
ク
に
關
す
る
記
事

が
隨
分
載
せ
ら
れ
て
居
り
、
中
に
は
ワ
ク
ワ
ク
の
位
置
が
可
な
り
曖
昧
と
な
つ
て
居
る
物
も
あ
る
が
、
兔
に
角

マ
ホ
メ
ッ
ト
教
徒
の
記
録
を
通
じ
て
、
ワ
ク
ワ
ク
と
い
ふ
國
は
黄
金
の
多
い
神
祕
的
な
一
種
の
寶
の
島
の
如
く

傳
へ
ら
れ
て
居
る
。
有
名
な
ア
ラ
ビ
ア
の
『
千
一
夜
物
語
』
普
通
に
『
ア
ラ
ビ
ア
ン
ナ
イ
ツ
』
（A

rabian N
ig

hts

）
と
稱
せ
ら
る
る
物
語
の
中
に
も
、
ワ
ク
ワ
ク
島
の
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
あ
る
。
そ
の
『
千
一
夜
物
語
』

の
一
部
に
シ
ン
ド
バ
ー
ド
（
〔Sindba^d

〕
）
と
い
ふ
人
の
海
外
探
檢
談
が
あ
る
。
シ
ン
ド
バ
ー
ド
は
有
名
な

ハ
ル
ン
・
ア
ル
・
ラ
シ
ッ
ド
（H

arun al R
ashid

）
と
い
ふ
マ
ホ
メ
ッ
ト
教
國
の
教
皇
の
時
代
の
西
暦
九
世
紀

の
初
期
の
人
で
、
一
身
代
を
作
る
べ
く
國
都
の
バ
ク
ダ
ー
ド
を
後
に
、
世
界
の
寶
の
島
の
ワ
ク
ワ
ク
へ
渡
航
せ

ん
と
し
て
、
そ
の
途
中
で
種
々
な
る
危
險
に
遭
遇
し
た
物
語
が
、
彼
の
海
外
探
檢
談
の
一
部
で
あ
る
と
い
ふ
。

此
種
の
物
語
の
通
例
と
し
て
、
法
螺
も
あ
り
假
託
も
あ
り
、
勿
論
そ
の
儘
に
事
實
と
し
て
受
取
り
難
い
が
、
そ

は
兔
に
角
こ
の
探
檢
談
そ
の
も
の
が
、
マ
ホ
メ
ッ
ト
教
徒
の
間
に
、
世
界
の
東
端
に
黄
金
を
多
量
に
産
出
す
る

ワ
ク
ワ
ク
と
い
ふ
土
地
が
あ
る
と
、
信
ぜ
ら
れ
て
居
つ
た
一
つ
の
證
據
に
供
す
る
こ
と
が
出
來
る
。

　
日
本
は
ワ
ク
ワ
ク
と
い
ふ
稱
呼
で
、
唐
の
や
や
末
期
の
西
暦
九
世
紀
の
半
頃
か
ら
、
西
ア
ジ
ア
の
マ
ホ
メ
ッ

ト
教
徒
の
間
に
知
ら
れ
た
が
、
歐
洲
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
間
に
は
、
未
だ
そ
の
存
在
を
知
ら
れ
な
か
つ
た
。
日
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本
の
國
名
の
始
め
て
歐
洲
に
傳
つ
た
の
は
、
そ
れ
よ
り
約
四
百
五
十
年
後
の
元
時
代
、
丁
度
西
暦
十
三
世
紀
の

終
頃
か
ら
の
事
で
あ
る
。
元
即
ち
蒙
古
は
太
祖
成
吉
思
汗
以
來
四
方
を
征
服
し
て
、
大
な
る
版
圖
を
拓
き
、
そ

の
孫
に
當
る
世
祖
忽
必
烈
の
頃
に
な
る
と
、
當
時
の
世
界
の
大
半
を
併
呑
し
て
仕
舞
つ
た
。
西
は
ロ
シ
ア
か
ら

東
は
朝
鮮
半
島
の
高
麗
に
到
る
ま
で
、
悉
く
元
の
支
配
の
下
に
立
ち
、
南
洋
諸
國
も
大
抵
元
に
朝
貢
し
た
。
か

く
て
歐
亞
の
二
大
陸
に
跨
る
空
前
の
大
帝
國
が
出
現
し
て
、
從
來
一
隅
に
割
據
し
て
居
つ
た
諸
小
國
の
障
壁
が

除
き
去
ら
れ
る
と
、
東
西
兩
洋
の
交
通
が
頗
る
便
利
と
な
り
、
ド
イ
ツ
人
や
フ
ラ
ン
ス
人
な
ど
の
歐
洲
人
や
、

西
方
ア
ジ
ア
人
達
が
續
々
支
那
に
出
掛
け
又
は
こ
こ
に
移
住
し
た
。
同
時
に
多
數
の
支
那
人
も
西
方
に
出
掛
け
、

ペ
ル
シ
ア
の
タ
ブ
リ
ズ
（Tabriz

）
と
い
ふ
都
會
や
、
ロ
シ
ア
の
モ
ス
カ
ウ
（M

oscow

）
や
、
更
に
内
地
の

ノ
ヴ
ゴ
ロ
ー
ド
（N

ovgorod
）
と
い
ふ
都
會
に
、
支
那
人
の
居
留
地
が
出
來
る
と
い
ふ
状
況
で
、
中
世
期
で

蒙
古
時
代
程
東
西
の
交
通
の
盛
大
を
極
め
た
時
代
が
な
い
。
最
近
に
西
暦
一
九
二
〇
年
に
ロ
ー
マ
教
皇
の
古
文

書
局
か
ら
發
見
さ
れ
た
、
成
吉
思
汗
の
孫
に
當
る
元
の
定
宗
貴
由
汗







か
ら
、
西
暦
一
二
四
五
年
に
ロ
ー
マ
教
皇

イ
ン
ノ
セ
ン
ト
（Innocent

）
四
世
の
許
に
贈
つ
た
書
翰
は
、
棉
紙
に
ペ
ル
シ
ア
語
で
書
き
、
ロ
シ
ア
人
の
コ

ス
マ
ス
（C

osm
as

）
の
手
で
彫
刻
さ
れ
た
と
信
ず
べ
き
、
支
那
風
の
四
角
型
の
國
璽
の
璽
文
は
ウ
イ
グ
ー
ル

字
を
朱
肉
で
捺
し
て
あ
る
。
こ
の
書
翰
を
蒙
古
の
國
都
の
喀
喇
和
林











か
ら
歐
洲
の
ロ
ー
マ
に
到
る
間
を
、
イ
タ

リ
ー
の
僧
侶
の
プ
ラ
ノ
・
カ
ル
ピ
ニ
（Plano

C
arpini

）
が
持
ち
歸
つ
た
事
實
は
、
よ
く
元
時
代
の
特
色
を
發

揮
し
て
居
る
と
思
ふ
。
兔
に
角
元
時
代
に
は
或
は
宗
教
上
の
目
的
で
、
或
は
商
業
上
の
目
的
で
更
に
又
政
治
上

の
目
的
や
ら
生
活
上
の
目
的
や
ら
、
種
々
の
方
面
か
ら
、
歐
洲
人
が
尠
か
ら
ず
支
那
方
面
へ
來
集
し
た
が
、
そ
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の
中
で
最
も
有
名
な
の
が
、
か
の
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
（M

arco Polo

）
で
あ
る
。

　
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
は
申
す
ま
で
も
な
く
イ
タ
リ
ー
の
ベ
ニ
ス
（V

enice

）
の
人
で
あ
る
。
彼
は
西
暦
一
二
七

一
年
に
年
十
七
歳
の
時
に
、
父
に
伴
は
れ
て
故
郷
を
後
に
東
洋
に
出
掛
け
、
東
洋
諸
國
を
遍
歴
し
つ
つ
、
一
二

七
五
年
に
支
那
に
到
着
し
て
、
元
の
世
祖
に
拜
謁
し
て
非
常
な
優
遇
を
受
け
、
足
掛
け
十
八
年
ば
か
り
支
那
に

滯
在
し
た
。
即
ち
一
二
七
五
年
か
ら
一
二
九
二
年
ま
で
支
那
に
滯
在
し
て
居
つ
た
。
一
二
九
二
年
に
世
祖
の
皇

女
が
同
じ
一
族
で
あ
る
ペ
ル
シ
ア
の
王
樣
の
許
に
嫁
つ
が
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
、
そ
の
皇
女
を
見
送
り
か

た
が
た
歐
洲
へ
歸
る
こ
と
に
な
つ
た
。
か
く
て
一
二
九
二
年
に
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
等
の
一
行
は
、
福
建
の
泉
州

か
ら
船
出
し
て
、
印
度
洋
ペ
ル
シ
ア
灣
を
經
て
、
首
尾
よ
く
ペ
ル
シ
ア
の
王
廷
に
元
の
皇
女
を
送
り
屆
け
た
後

ち
、
自
分
等
は
陸
路
小
ア
ジ
ア
を
經
て
一
二
九
五
年
に
丁
度
足
掛
け
二
十
五
年
目
に
故
郷
の
ベ
ニ
ス
に
歸
着
し

た
。

　
ベ
ニ
ス
で
は
浦
島
が
龍
宮
か
ら
歸
つ
た
樣
な
大
騷
ぎ
で
、
彼
の
東
洋
に
關
す
る
珍
ら
し
い
物
語
を
聽
聞
す
べ

く
、
訪
問
者
が
市
を
な
す
有
樣
で
あ
つ
た
。
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
は
來
集
す
る
訪
問
者
を
喜
ば
し
め
る
目
的
で
、

東
洋
の
豪
華
を
物
語
る
際
に
、
誇
張
し
て
よ
く
百
萬
と
い
ふ
數
字
を
使
用
し
た
か
ら
、
や
が
て
當
時
の
人
か
ら

「
百
萬
の
マ
ル
コ
樣
」
（M

esser M
arco M

illioni

）
と
い
ふ
綽
號
を
得
た
と
い
ふ
。
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
が
歸

國
す
る
と
間
も
な
く
、
ベ
ニ
ス
と
ゼ
ノ
ア
と
の
兩
市
の
間
に
戰
爭
が
始
ま
り
、
ベ
ニ
ス
軍
に
加
は
つ
た
マ
ル
コ

・
ポ
ー
ロ
は
敵
軍
に
捕
虜
と
な
つ
た
。
彼
が
西
暦
一
二
九
八
年
に
ゼ
ノ
ア
軍
に
捕
虜
と
な
つ
て
居
る
間
に
、
彼
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の
東
洋
見
聞
談
を
口
授
し
て
人
に
書
取
ら
せ
た
。
こ
れ
が
有
名
な
る
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
の
旅
行
記
で
あ
る
。
元

の
世
祖
の
日
本
入
寇
、
即
ち
弘
安
四
年
（
西
暦
一
二
八
一
）
の
役
は
、
丁
度
こ
の
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
の
支
那
滯

在
中
に
起
つ
た
事
件
で
あ
る
か
ら
、
彼
は
勿
論
こ
の
事
件
を
承
知
し
て
、
そ
の
旅
行
記
の
中
に
日
本
に
關
す
る

記
事
を
、
比
較
的
詳
細
に
紹
介
し
て
居
る
。

　
こ
の
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
の
旅
行
記
に
日
本
の
こ
と
を
ヂ
パ
ン
グ
（Zipangu

）
と
書
い
て
あ
る
。
ヂ
パ
ン
グ

と
は
日
本
國
の
支
那
音
ジ
ー
ペ
ン
ク
オ
（
〔Jih-pe^n-kuo

〕
）
を
訛
つ
た
も
の
で
あ
る
。
支
那
人
は
唐
の
頃

ま
で
我
が
國
を
倭
國
と
稱
し
た
が
、
宋
元
時
代
に
は
一
般
に
日
本
國
と
稱
す
る
こ
と
に
な
つ
た
か
ら
、
支
那
人

か
ら
我
が
國
の
こ
と
を
傳
へ
聞
い
た
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
は
、
支
那
人
の
發
音
を
そ
の
儘
に
、
日
本
國
を
ヂ
パ
ン

グ
と
書
い
た
の
で
あ
る
。
兔
に
角
日
本
國
即
ち
ヂ
パ
ン
グ
と
い
ふ
我
が
國
號
は
、
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
に
よ
つ
て

始
め
て
歐
洲
人
の
間
に
傳
へ
ら
れ
た
。
彼
の
旅
行
記
中
の
日
本
國
に
關
す
る
記
事
を
紹
介
す
る
と
、
大
要
次
の

如
く
で
あ
る
。

　
　
ヂ
パ
ン
グ
は
「
支
那
」
大
陸
か
ら
東
千
五
百
里





ば
か
り
離
れ
て
、
大
海
の
中
に
あ
る
甚
だ
大
き
な
島
で
あ

　
　
る
。
そ
の
國
民
は
色
が
白
く
て
非
常
に
開
化
し
て
ゐ
る
。
…
…
こ
の
國
民
の
有
す
る
黄
金
は
無
限
で
あ
る
。

　
　
そ
れ
は
こ
の
島
か
ら
多
量
の
黄
金
を
産
出
す
る
の
に
、
そ
の
國
王
は
「
國
民
に
」
之
を
海
外
に
輸
出
す
る

　
　
こ
と
を
許
可
せ
ぬ
。
そ
れ
に
大
陸
を
遠
く
離
れ
た
絶
海
中
の
孤
島
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
國
へ
外
國
商
人
の

　
　
通
商
す
る
者
稀
有
で
あ
る
。
此
等
の
事
情
に
よ
り
、
こ
の
國
民
は
言
語
に
絶
す
る
程
の
多
量
の
黄
金
を
有

　
　
す
る
譯
で
あ
る
。
今
予
は
「
讀
者
の
爲
に
」
こ
の
國
王
の
驚
く
べ
き
宮
殿
の
有
樣
を
物
語
ら
う
と
思
ふ
。
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こ
の
國
王
は
頗
る
廣
大
な
宮
殿
を
有
し
て
居
ら
る
る
が
、
此
宮
殿
の
屋
根
瓦
は
す
べ
て
純
金
製
で
あ
る
。

　
　
更
に
又
こ
の
宮
殿
の
建
物
と
建
物
と
の
間
を
連
結
す
る
鋪
石
は
「
石
の
代
り
に
」
厚
さ
幾
寸
と
い
ふ
黄
金

　
　
の
板
敷
で
あ
る
。
ま
た
各
部
屋
の
床
板
も
矢
張
り
同
樣
に
厚
さ
幾
寸
の
黄
金
の
板
で
あ
る
。
故
に
こ
の
宮

　
　
殿
の
價
値
は
計
算
以
上
で
、
と
て
も
普
通
の
人
に
は
信
用
出
來
ぬ
程
高
大
な
も
の
で
あ
る
。
蒙
古
の
現
時

　
　
の
大
汗
「
世
祖
」
忽
必
烈
（C

ublay

）
は
こ
の
島
の
黄
金
の
無
量
な
る
由
を
傳
へ
聞
き
、
之
を
併
呑
せ
ん

　
　
爲
に
、
さ
て
こ
そ
征
伐
の
軍
を
起
し
た
譯
で
あ
る
。

　
か
く
て
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
は
蒙
古
軍
の
我
が
國
へ
の
入
寇
の
有
樣
や
、
暴
風
に
よ
る
蒙
古
艦
隊
の
大
失
敗
な

ど
を
、
詳
細
に
そ
の
旅
行
記
中
に
記
載
し
て
あ
る
。
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
も
ア
ラ
ビ
ア
の
地
理
學
者
の
イ
ブ
ン
・

コ
ル
ダ
ー
ド
ベ
ー
と
同
じ
く
、
否
そ
れ
以
上
に
、
我
國
を
黄
金
の
寶
の
島
扱
ひ
に
し
て
居
る
が
、
彼
の
東
洋
の

榮
華
繁
昌
に
つ
い
て
の
紹
介
、
殊
に
ヂ
パ
ン
グ
の
黄
金
無
量
と
い
ふ
吹
聽
は
、
尠
か
ら
ず
慾
深
の
歐
洲
人
を
刺

戟
し
た
。
一
體
元
時
代
に
東
洋
に
旅
行
し
た
人
の
紀
行
又
は
記
録
も
尠
く
な
い
が
、
そ
の
中
で
こ
の
マ
ル
コ
・

ポ
ー
ロ
の
旅
行
記
は
そ
の
内
容
に
於
て
そ
の
書
き
振
り
に
於
て
、
一
番
世
間
に
歡
迎
せ
ら
れ
、
西
暦
十
四
世
紀

か
ら
十
五
世
紀
に
か
け
て
、
相
當
廣
く
愛
讀
さ
れ
た
。
廣
く
愛
讀
さ
れ
る
に
從
つ
て
、
愈
〻
大
な
る
刺
戟
を
歐

洲
人
に
與
へ
、
こ
の
刺
戟
が
遂
に
新
大
陸
の
發
見
と
い
ふ
世
界
史
上
の
大
事
件
出
現
を
促
す
一
大
原
因
と
な
つ

た
の
で
あ
る
。

　
上
に
申
述
べ
た
通
り
、
元
時
代
に
東
西
兩
洋
の
交
通
が
盛
大
に
な
つ
て
以
來
、
東
洋
貿
易
も
盛
大
に
な
つ
て
、
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歐
洲
人
の
東
洋
産
物
の
需
要
、
從
つ
て
歐
洲
に
輸
入
さ
れ
る
東
洋
産
物
は
、
日
に
月
に
、
多
き
を
加
へ
て
來
た
。

歐
洲
人
は
最
早
東
洋
物
産
な
く
し
て
は
殆
ど
そ
の
日
常
の
生
活
に
差
支
へ
る
と
い
ふ
状
態
と
な
つ
て
來
た
。
西

暦
十
四
世
紀
の
頃
に
於
る
東
西
兩
洋
の
一
番
普
通
な
交
通
路
は
、
陸
上
で
は
支
那
か
ら
出
て
今
の
新
疆
省
の
地

面
を
經
て
、
中
央
ア
ジ
ア
に
出
で
、
ア
ラ
ル
海
や
裏
海
の
北
方
を
通
つ
て
、
黒
海
の
邊
に
達
す
る
。
要
す
る
に

シ
ベ
リ
ア
の
西
南
の
黒
海
方
面
に
出
る
と
、
茲
に
澤
山
な
イ
タ
リ
ー
の
商
賈
が
居
つ
て
、
彼
等
の
手
で
東
洋
か

ら
來
た
産
物
を
、
地
中
海
沿
岸
の
國
々
へ
販
賣
す
る
の
で
あ
る
。
海
路
の
方
は
南
支
那
か
ら
印
度
洋
を
經
て
、

紅
海
に
出
で
今
の
ス
エ
ズ
邊
り
か
ら
上
陸
し
て
、
シ
リ
ア
若
く
は
エ
ヂ
プ
ト
に
到
達
す
る
と
、
茲
に
も
イ
タ
リ

ー
の
商
賈
が
待
ち
受
け
て
、
彼
等
の
手
で
東
洋
舶
來
の
物
産
を
、
地
中
海
の
沿
岸
諸
國
に
販
賣
す
る
の
で
あ
る
。

　
所
が
困
つ
た
こ
と
は
西
暦
十
四
世
紀
の
中
頃
か
ら
十
五
世
紀
に
か
け
て
、
ト
ル
コ
帝
國
が
勃
興
し
て
來
て
、

次
第
に
勢
力
を
張
り
、
黒
海
も
シ
リ
ア
も
エ
ヂ
プ
ト
も
漸
次
に
ト
ル
コ
の
手
に
歸
し
、
又
は
歸
せ
ん
と
す
る
形

勢
に
な
つ
て
來
た
。
か
く
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
と
の
交
通
路
が
海
陸
と
も
に
ト
ル
コ
の
爲
に
威
嚇
さ
れ
、

又
は
遮
斷
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
元
來
歐
洲
諸
國
と
ト
ル
コ
と
は
、
不
倶
戴
天
の
仇
敵
の
間
柄
で
あ
る
。
第

一
に
ト
ル
コ
は
マ
ホ
メ
ッ
ト
教
を
奉
じ
、
歐
洲
諸
國
は
キ
リ
ス
ト
教
を
奉
じ
て
信
仰
を
異
に
し
て
居
る
。
第
二

に
ト
ル
コ
は
新
興
の
勢
を
擧
げ
て
侵
略
の
手
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
方
面
に
向
け
、
歐
洲
諸
國
と
絶
え
ず
交
戰
す
る
と

い
ふ
有
樣
で
あ
つ
た
。
そ
の
宗
教
上
政
治
上
不
倶
戴
天
の
仇
敵
た
る
ト
ル
コ
の
爲
に
、
大
事
な
東
洋
方
面
と
の

交
通
路
を
遮
斷
威
嚇
さ
れ
る
こ
と
は
、
歐
洲
諸
國
に
と
つ
て
堪
へ
難
い
大
苦
痛
で
あ
つ
た
。
そ
こ
で
十
五
世
紀

の
半
頃
か
ら
歐
洲
諸
國
で
は
ト
ル
コ
の
勢
力
か
ら
離
れ
た
、
東
洋
へ
の
新
交
通
路
を
發
見
す
べ
く
熱
心
に
努
力
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し
た
。
こ
の
發
見
に
努
力
す
べ
き
新
交
通
路
は
二
筋
あ
る
。
一
つ
は
ア
フ
リ
カ
の
西
海
岸
に
沿
う
て
東
に
向
ひ
、

印
度
洋
を
經
て
東
洋
へ
廻
航
せ
ん
と
す
る
も
の
、
一
つ
は
西
に
向
ひ
大
西
洋
を
横
斷
し
て
、
東
洋
へ
航
行
せ
ん

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
前
者
は
隨
分
迂
回
な
航
路
で
は
あ
る
が
、
海
岸
傳
ひ
の
こ
と
と
て
、
新
交
通
路
と
は
い

へ
、
寧
ろ
安
全
で
あ
る
。
後
者
は
距
離
は
短
縮
か
と
想
は
れ
る
が
、
頗
る
冒
險
な
新
航
路
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
前
者
の
東
廻
航
路
を
開
い
た
の
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
で
あ
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
五
十
年
に
亙
る
努
力
の
結
果
、

西
暦
一
四
九
七
年
に
リ
ス
ボ
ン
（Lisbon

）
か
ら
船
出
し
た
ヴ
ア
ス
コ
・
ダ
・
ガ
マ
（V

asco da G
am

a

）
の

艦
隊
が
ア
フ
リ
カ
の
南
端
を
廻
つ
て
、
そ
の
翌
一
四
九
八
年
の
四
月
に
印
度
の
カ
リ
カ
ッ
ト
（C

alicut

）
に
到

着
し
て
、
首
尾
よ
く
歐
洲
か
ら
印
度
に
到
る
新
航
路
を
開
い
た
。
や
が
て
彼
等
は
一
五
一
〇
年
に
印
度
の
ゴ
ア

（G
oa

）
を
占
領
し
て
東
洋
經
營
の
根
據
地
と
定
め
そ
の
翌
一
五
一
一
年
に
更
に
マ
レ
ー
半
島
の
南
端
の
マ
ラ

ッ
カ
（M

alacca

）
を
略
取
し
、
一
五
一
四
年
に
始
め
て
南
支
那
に
進
出
し
た
。
彼
等
が
更
に
前
進
し
て
我
が

日
本
の
九
州
に
到
達
し
た
の
は
、
そ
の
約
三
十
年
後
の
一
五
四
三
年
の
頃
で
あ
る
。
か
く
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は

東
廻
航
路
に
よ
つ
て
ア
ジ
ア
の
東
端
を
極
め
、
最
後
に
一
五
五
七
年
に
南
支
那
の
阿
瑪
港
（A

m
acao

）
又
は

瑪
港
（M

acao

）
を
占
領
し
、
こ
の
地
を
極
東
の
根
據
地
と
し
て
、
日
本
や
支
那
と
貿
易
を
營
ん
だ
。

　
後
者
の
西
廻
航
路
を
開
い
た
の
は
ス
ペ
イ
ン
で
あ
る
。
一
體
中
世
紀
に
お
け
る
歐
洲
は
所
謂
暗
黒
時
代
で
、

學
問
は
極
度
に
壓
倒
さ
れ
た
時
代
で
あ
つ
た
。
從
つ
て
當
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
世
界
地
理
に
關
す
る
知
識
は

憫
然
至
極
の
も
の
で
、
殊
に
東
方
ア
ジ
ア
に
關
す
る
知
識
は
絶
無
と
稱
し
て
も
不
可
な
き
状
態
で
あ
つ
た
。
中

世
紀
に
十
三
世
紀
の
頃
ま
で
、
歐
洲
で
普
通
に
使
用
さ
れ
た
地
圖
は
、
所
謂
Ｏ
中
に
Ｔ
を
篏
め
た
る
地
圖
で
、
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略
上
の
圖
の
如
き
も
の
で
あ
つ
た
。

　
す
な
は
ち
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
地
イ
エ
ル
サ
レ
ム
が
世
界
の
中
心
を
占
め
、
ア
ジ
ア
は
實
際
以
上
に
狹
小
に
描

出
さ
れ
て
居
り
、
殊
に
中
央
ア
ジ
ア
以
東
は
極
端
に
狹
隘
な
る
空
間
に
壓
迫
さ
れ
て
居
つ
た
。
所
が
元
時
代
に

多
數
の
歐
洲
人
が
、
蒙
古
や
支
那
方
面
に
往
來
し
て
、
ア
ジ
ア
の
東
邊
が
意
外
に
廣
大
な
る
こ
と
を
體
驗
す
る

と
、
今
度
は
從
來
の
反
動
で
、
十
五
世
紀
頃
の
歐
洲
の
地
圖
に
は
、
實
際
以
上
に
ア
ジ
ア
を
廣
大
に
描
出
し
て

來
た
。
そ
れ
に
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
の
旅
行
記
に
記
載
し
て
あ
る
日
本
や
支
那
に
關
す
る
記
事
は
、
支
那
人
か
ら

傳
聞
し
た
も
の
で
彼
此
の
距
離
は
勿
論
支
那
里
數
を
使
用
し
た
の
で
あ
る
が
、
讀
む
歐
洲
人
は
こ
れ
を
イ
タ
リ

ー
の
里
數
と
誤
算
し
た
。
イ
タ
リ
ー
の
里
長
は
支
那
の
里
長
の
約
三
倍
も
あ
る
か
ら
、
こ
の
誤
算
は
愈
〻
實
際

以
上
に
東
方
ア
ジ
ア
を
廣
大
な
ら
し
む
る
譯
で
あ
る
。
例
へ
ば
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
に
據
る
と
、
ヂ
パ
ン
グ
即
ち

日
本
は
、
（
支
那
）
大
陸
の
東
一
千
五
百
里
の
大
海
中
に
あ
る
大
な
る
島
で
あ
る
が
、
こ
の
一
千
五
百
里
と
い

ふ
里
數
を
、
イ
タ
リ
ー
の
里
數
と
し
て
換
算
す
る
と
、
經
度
二
十
五
度
に
當
る
か
ら
、
ヂ
パ
ン
グ
は
支
那
大
陸

よ
り
、
東
經
二
十
五
度
を
距
て
た
大
海
中
に
存
在
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
今
日
實
際
に
つ
い
て
見
る
と

支
那
大
陸
の
一
番
東
端
と
日
本
の
西
端
と
の
距
離
は
、
約
經
度
八
度
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
誤
算
の
結
果
と
し
て
、

支
那
と
ヂ
パ
ン
グ
（
日
本
）
と
の
距
離
は
、
實
際
の
三
倍
以
上
に
擴
大
さ
れ
た
譯
で
あ
る
。

　
元
來
歐
洲
で
は
、
古
く
ギ
リ
シ
ヤ
時
代
か
ら
、
世
界
は
球
形
を
な
す
も
の
と
考
へ
ら
れ
て
居
つ
た
。
世
界
が

球
形
を
な
す
も
の
と
す
る
と
實
際
以
上
に
擴
大
膨
脹
さ
れ
た
ア
ジ
ア
の
東
端
は
、
段
々
東
へ
延
び
廻
つ
て
、
自
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然
に
歐
洲
の
西
端
に
接
近
し
て
來
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
で
十
五
世
紀
の
後
半
期
に
な
る
と
、
歐
洲
の
知
識

階
級
の
間
で
は
、
殊
に
地
理
學
者
の
間
で
は
、
ア
ジ
ア
の
東
端
に
あ
る
ヂ
パ
ン
グ
即
ち
日
本
は
、
歐
洲
の
西
邊

の
ポ
ル
ト
ガ
ル
や
ス
ペ
イ
ン
と
、
實
際
以
上
に
餘
程
接
近
し
て
居
る
も
の
と
信
ぜ
ら
れ
て
居
つ
た
。
現
に
コ
ロ

ン
ブ
ス
と
同
じ
く
イ
タ
リ
ー
人
で
當
時
の
天
文
學
者
と
し
て
聞
え
た
ト
ス
カ
ネ
リ
（Toscanelli

）
が
一
四
七

四
年
に
製
作
し
た
と
い
ふ
世
界
圖
は
、
歐
洲
人
の
作
つ
た
地
圖
の
上
に
、
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
に
よ
つ
て
、
ヂ
パ

ン
グ
と
い
ふ
國
名
を
表
現
し
た
最
初
の
地
圖
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
國
都
の
リ
ス
ボ
ン
（Lisb

on

）
と
ヂ
パ
ン
グ
と
の
間
の
距
離
が
、
約
百
度
と
し
て
表
現
さ
れ
て
居
る
と
い
ふ
。
こ
の
兩
地
の
實
際
距
離
は
、

經
度
約
二
百
二
十
度
に
相
當
す
る
か
ら
、
ト
ス
カ
ネ
リ
の
世
界
圖
で
は
、
こ
れ
を
實
際
の
半
ば
以
下
に
短
縮
し

た
譯
で
あ
る
。
こ
の
ト
ス
カ
ネ
リ
の
所
説
に
本
づ
い
て
一
四
九
二
年
即
ち
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
新
大
陸
發
見
の
年
に
、

ド
イ
ツ
人
の
マ
ル
チ
ン
・
ベ
ハ
イ
ム
（M

artin B
ehaim

）
の
作
製
し
た
地
球
儀
　
　
今
も
ド
イ
ツ
の
ニ
ュ
ル

ン
ベ
ル
グ
（
〔N

u:runberg

〕
）
市
の
博
物
館
に
保
存
さ
れ
て
居
る
直
經
約
二
尺
大
の
地
球
儀
　
　
そ
の
地
球

儀
の
上
に
表
現
さ
れ
て
ゐ
る
ヂ
パ
ン
グ
と
、
歐
洲
の
西
端
と
の
距
離
は
、
約
九
十
度
に
過
ぎ
ぬ
。
日
本
と
歐
洲

西
端
と
の
實
際
距
離
二
百
二
十
度
に
對
比
す
る
と
、
殆
ど
五
分
の
二
に
短
縮
さ
れ
た
譯
で
、
そ
れ
だ
け
ヂ
パ
ン

グ
が
實
際
以
上
に
歐
洲
の
西
端
に
接
近
せ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
て
居
つ
た
譯
で
あ
る
。

　
ア
ジ
ア
の
東
端
に
在
る
ヂ
パ
ン
グ
は
餘
程
歐
洲
に
接
近
し
て
居
る
。
歐
洲
か
ら
西
に
向
つ
て
ヂ
パ
ン
グ
に
到

達
す
る
距
離
は
、
東
廻
航
路
を
と
り
、
ア
フ
リ
カ
の
海
岸
に
沿
う
て
、
印
度
や
支
那
に
出
掛
け
る
よ
り
遙
に
近

い
。
そ
の
ヂ
パ
ン
グ
は
黄
金
無
量
の
寶
の
島
で
あ
る
。
こ
の
二
の
事
項
が
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
（C

olum
bus

）
を
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し
て
、
ス
ペ
イ
ン
皇
室
の
保
護
の
下
に
、
西
廻
航
路
を
と
つ
て
、
東
洋
に
航
行
せ
し
め
た
最
大
動
機
で
何
れ
も

マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
の
旅
行
記
に
よ
る
影
響
と
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
現
に
ス
ペ
イ
ン
の
セ
ヴ
ィ
ル
（
〔Se^ville

〕
）
市
の
圖
書
館
（B

iblioteca
C

olum
bina

）
に
保
存
さ
れ
て
居
る
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
手
澤
本
の
マ
ル
コ
・
ポ

ー
ロ
の
旅
行
記
　
　
一
四
八
五
年
の
頃
に
印
行
さ
れ
た
ラ
テ
ン
譯
の
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
の
旅
行
記
　
　
に
は
彼

自
身
の
手
で
幾
多
の
書
き
入
れ
が
添
へ
ら
れ
て
あ
つ
て
、
彼
が
如
何
に
こ
の
旅
行
記
を
精
讀
し
た
か
を
、
雄
辯

に
保
證
す
る
と
い
ふ
で
は
な
い
か
。

　
か
く
て
彼
コ
ロ
ン
ブ
ス
は
西
暦
一
四
九
二
年
の
八
月
の
ス
ペ
イ
ン
の
パ
ロ
ス
（Palos

）
の
港
か
ら
出
帆
し

て
西
に
向
ひ
、
同
年
の
十
月
に
今
の
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
西
海
岸
に
近
い
キ
ユ
バ
（C

uba

）
附
近
に
到
着
し
て
、

所
謂
新
大
陸
を
發
見
と
い
ふ
意
外
の
大
功
名
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。
併
し
コ
ロ
ン
ブ
ス
自
身
は
、
歐
洲
と
ア
ジ

ア
の
中
間
に
、
前
人
未
知
の
新
大
陸
の
存
在
す
る
こ
と
な
ど
は
夢
想
も
せ
な
か
つ
た
か
ら
、
彼
の
到
着
し
た
土

地
は
無
論
ア
ジ
ア
の
東
端
で
恐
ら
く
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
の
ヂ
パ
ン
グ
で
あ
ら
う
と
確
信
し
て
居
つ
た
。
コ
ロ
ン

ブ
ス
は
一
五
〇
六
年
に
死
去
す
る
そ
の
時
ま
で
、
依
然
と
し
て
、
自
分
は
西
廻
航
路
に
よ
り
ア
ジ
ア
の
東
端
に

到
着
し
た
も
の
と
確
信
し
て
疑
は
な
か
つ
た
。
單
に
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
み
で
な
く
、
當
時
の
歐
洲
人
は
一
般
に
同

樣
で
、
ス
ペ
イ
ン
人
が
到
着
し
た
新
土
地
（Terra

N
ova

）
は
、
即
ち
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
の
ヂ
パ
ン
グ
と
信
じ

て
居
つ
た
故
に
、
十
五
世
紀
の
末
期
か
ら
十
六
世
紀
の
初
期
に
か
け
て
、
歐
洲
人
の
作
製
し
た
世
界
地
圖
に
は
、

す
べ
て
ヂ
パ
ン
グ
と
い
ふ
國
名
を
記
載
し
て
な
い
。
こ
れ
は
ス
ペ
イ
ン
人
の
發
見
し
た
と
い
ふ
新
土
地
と
、
ヂ

パ
ン
グ
と
を
同
一
と
見
做
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
後
こ
の
新
土
地
と
ヂ
パ
ン
グ
と
は
、
各
個
別
々
の
も
の
と
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認
め
ら
れ
て
か
ら
も
、
ヂ
パ
ン
グ
は
新
土
地
の
東
海
岸
に
極
め
て
接
近
し
て
地
圖
上
に
表
現
さ
れ
、
新
發
見
地

の
今
の
ア
メ
リ
カ
に
屬
す
る
メ
キ
シ
コ
（M

exico

）
等
の
名
稱
は
、
ア
ジ
ア
大
陸
の
一
部
の
如
く
表
現
さ
れ

て
居
る
。
所
が
東
廻
航
路
を
と
つ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
既
に
支
那
の
東
南
海
岸
を
極
め
、
つ
い
で
マ
ル
コ
・
ポ

ー
ロ
の
所
謂
ヂ
パ
ン
グ
た
る
日
本
に
達
し
ア
ジ
ア
大
陸
の
東
端
の
状
形
が
次
第
に
明
瞭
と
な
る
と
共
に
、
ス
ペ

イ
ン
人
の
發
見
し
た
新
大
陸
と
、
ア
ジ
ア
大
陸
の
東
部
と
の
混
同
も
次
第
に
改
正
さ
れ
て
、
十
六
世
紀
の
後
半

期
に
作
製
さ
れ
た
世
界
地
圖
に
は
、
新
大
陸
及
び
ア
ジ
ア
大
陸
の
位
置
、
及
び
日
本
の
位
置
も
、
ほ
ぼ
實
際
と

大
差
な
く
表
現
さ
れ
る
樣
に
な
つ
た
。

　
十
六
世
紀
の
半
頃
か
ら
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
我
が
國
へ
渡
航
し
て
來
る
が
、
彼
等
は
我
が
國
を
ジ
ャ
パ
ン
（Ja

pan

＝Japao

）
と
呼
ん
だ
。
ジ
ャ
パ
ン
は
ヂ
パ
ン
グ
の
ヂ
パ
ン
同
樣
に
、
日
本
と
い
ふ
國
號
の
支
那
音
で
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
人
は
直
接
に
支
那
人
か
ら
か
、
又
は
間
接
に
マ
レ
ー
人
を
通
じ
て
、
我
が
國
號
を
傳
へ
聞
い
た
も
の

と
想
は
れ
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
こ
の
ジ
ャ
パ
ン
を
、
位
置
か
ら
觀
て
も
、
名
稱
の
類
似
か
ら
觀
て
も
、
殊
に

そ
の
金
銀
の
多
量
な
る
點
か
ら
觀
て
も
、
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
の
所
傳
の
ヂ
パ
ン
グ
に
相
違
な
い
と
信
じ
た
。

　
金
銀
の
多
量
と
い
ふ
の
は
、
丁
度
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
我
が
國
に
通
交
を
開
く
頃
は
、
我
が
國
の
金
銀
の
最
も

多
量
に
産
出
し
か
け
た
時
代
で
あ
つ
た
。
丁
度
戰
國
時
代
の
こ
と
と
て
、
諸
方
に
割
據
せ
る
群
雄
は
、
各
自
の

財
政
を
豐
に
す
べ
く
鑛
山
發
掘
を
奬
勵
い
た
し
、
天
下
統
一
の
後
も
秀
吉
や
家
康
は
こ
の
奬
勵
を
繼
續
し
た
。

故
に
天
正
時
代
か
ら
慶
長
元
和
時
代
に
か
け
て
の
頃
、
即
ち
十
六
世
紀
の
後
半
か
ら
十
七
世
紀
の
前
半
に
か
け
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て
の
五
六
十
年
間
に
於
て
、
諸
方
の
鑛
山
が
盛
に
發
掘
せ
ら
れ
、
金
銀
の
産
出
が
頗
る
多
量
で
あ
つ
た
。
現
に

三
浦
茂
信
の
『
慶
長
見
聞
集
』
に
、
諸
國
に
金
山
銀
山
多
き
中
に
も
、
佐
渡
ヶ
島
は
格
別
で
全
島
金
銀
よ
り
成

立
す
る
寶
の
山
で
、
年
々
こ
の
島
か
ら
發
掘
さ
れ
る
莫
大
な
金
銀
が
内
地
に
運
び
込
ま
れ
、
民
間
に
も
金
銀
の

行
き
渡
れ
る
事
實
を
述
べ
て
、

　
　
民
百
姓
ま
で
金
銀
を
取
扱
ふ
事
、
難
有
御
時
代
な
り
。
誠
に
今
が
み
ろ
く
の
世
に
や
あ
る
ら
ん
。

と
記
し
て
あ
る
。
十
七
世
紀
の
末
期
に
我
が
國
を
觀
光
し
た
ケ
ン
フ
ェ
ル
（K

aem
pfer

）
の
日
本
史
に
、
當
時

で
も
日
本
の
産
出
す
る
金
屬
の
中
で
、
黄
金
が
最
も
豐
富
で
あ
る
が
、
そ
の
以
前
は
一
層
豐
富
で
、
佐
渡
か
ら

産
出
す
る
金
鑛
は
、
鑛
石
一
斤
の
中
か
ら
、
黄
金
一
兩
時
に
は
二
兩
さ
へ
得
ら
れ
る
程
、
稀
有
の
良
質
で
あ
る

と
て
、
『
慶
長
見
聞
集
』
の
記
事
の
正
確
さ
を
保
證
し
て
居
る
。
兔
に
角
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
渡
來
直
後
に
於
け
る

我
が
國
に
、
金
銀
の
豐
富
で
あ
つ
た
こ
と
は
疑
を
容
れ
ぬ
。

　
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
十
六
世
紀
の
半
頃
か
ら
十
七
世
紀
の
初
半
に
か
け
て
、
約
九
十
年
間
日
本
に
通
商
し
た
が
、

そ
の
間
に
彼
等
は
歐
洲
や
印
度
か
ら
、
奇
器
や
香
料
や
藥
品
や
毛
織
物
な
ど
を
輸
入
す
る
外
に
、
そ
れ
よ
り
も

マ
カ
オ
港
で
仕
入
れ
た
、
支
那
の
絹
織
物
及
び
生
絲
を
、
多
量
に
日
本
に
輸
入
し
た
。
丁
度
織
田
豐
臣
徳
川
と

相
承
け
て
、
群
雄
割
據
の
時
代
が
次
第
に
天
下
一
統
の
氣
運
に
進
む
と
、
日
本
國
内
の
景
氣
も
頓
に
立
ち
直
り
、

贅
澤
高
價
な
舶
來
品
も
盛
に
需
要
さ
れ
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
南
蠻
物
及
び
唐
物
を
我
が
國
に
輸
入
す
る
こ
と

に
よ
つ
て
、
少
く
と
も
十
割
の
利
益
を
擧
げ
た
と
い
ふ
。
こ
の
莫
大
な
利
得
の
外
に
、
彼
等
は
輸
入
物
貨
の
代

償
と
し
て
我
が
國
か
ら
主
と
し
て
金
銀
　
　
當
時
多
量
に
産
出
し
た
金
銀
　
　
を
受
け
取
つ
て
、
之
を
海
外
に
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輸
出
し
た
。
當
時
我
が
國
に
於
け
る
金
の
價
値
は
、
歐
洲
や
印
度
に
比
し
て
可
な
り
低
か
つ
た
。
例
へ
ば
當
時

歐
洲
で
は
金
一
に
銀
十
三
乃
至
十
四
内
外
の
相
場
に
對
し
て
、
我
が
國
で
は
金
一
に
銀
十
内
外
の
相
場
で
あ
つ

た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
輸
入
物
貨
の
代
償
と
し
て
最
も
多
量
に
銀
が
支
拂
は
れ
た
が
、
金
も
相
當
に
支
拂
は
れ

た
。
若
し
彼
等
が
金
を
受
け
取
る
場
合
に
は
之
を
印
度
以
西
に
輸
出
し
て
、
銀
と
交
換
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、

二
重
の
利
益
を
收
め
得
た
は
ず
で
あ
る
。

　
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
我
が
國
に
通
商
し
た
そ
の
最
盛
時
期
に
は
、
一
年
に
約
四
百
二
十
萬
兩
の
金
銀
を
我
が
國

か
ら
輸
出
し
た
で
あ
ら
う
と
い
ふ
。
さ
れ
ば
寛
永
十
六
年
（
西
暦
一
六
三
九
）
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
通
商
終
結

す
る
ま
で
の
約
九
十
年
の
間
に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
我
が
國
か
ら
持
ち
出
し
た
金
銀
は
、
莫
大
な
額
に
達
せ
ね

ば
な
ら
ぬ
。
慶
長
以
前
に
於
け
る
我
が
國
の
金
銀
流
出
に
關
す
る
材
料
が
乏
し
い
か
ら
、
精
確
な
數
字
を
示
す

こ
と
は
出
來
ぬ
が
、
流
出
額
の
莫
大
な
る
事
だ
け
は
疑
を
容
れ
ぬ
。
そ
れ
で
當
時
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
極
東
通

商
根
據
地
の
マ
カ
オ
港
は
、
日
本
か
ら
持
ち
來
れ
る
多
量
の
金
銀
の
置
場
に
困
る
程
で
、
街
道
に
銀
を
鋪
き
詰

め
る
程
で
あ
つ
た
と
、
十
七
世
紀
の
後
半
に
出
た
旅
行
家
な
ど
は
、
回
顧
的
記
事
を
傳
へ
て
居
る
。
慶
長
十
四

年
（
西
暦
一
六
〇
九
）
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
人
が
我
が
國
に
通
商
を
開
き
、
次
第
に
發
展
し
て
遂
に
我
が
國
と
の
通

商
權
を
專
有
す
る
に
至
る
が
、
こ
の
オ
ラ
ン
ダ
人
も
我
が
國
か
ら
相
當
多
量
に
金
銀
を
海
外
に
持
ち
出
し
た
。

最
初
に
銀
を
後
に
金
を
輸
出
し
た
。
ヒ
ル
ド
レ
ス
（H

ildreth
）
の
日
本
史
に
、
十
六
世
紀
の
半
頃
か
ら
十
八

世
紀
の
半
頃
に
至
る
約
二
百
年
間
に
、
日
本
か
ら
海
外
に
流
出
し
た
金
銀
は
、
二
億
弗
以
上
に
達
す
べ
し
と
推

測
し
て
居
る
。
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
の
ヂ
パ
ン
グ
に
は
金
銀
が
無
量
に
存
在
す
る
と
い
ふ
傳
説
と
、
開
國
後
日
本
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か
ら
年
々
多
額
の
金
銀
が
流
出
す
る
と
い
ふ
事
實
と
相
待
つ
て
、
十
七
世
紀
の
後
半
期
頃
ま
で
、
我
が
國
は
依

然
と
し
て
歐
洲
人
か
ら
、
世
界
で
金
銀
の
産
出
の
多
い
寶
の
島
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
て
居
つ
た
。
彼
等
の
間
に

は
日
本
の
奧
州
の
東
北
海
中
に
、
金
島
と
銀
島
が
あ
り
、
こ
の
金
島
銀
島
か
ら
日
本
人
は
そ
の
豐
富
な
金
銀
を

發
掘
す
る
と
い
ふ
噂
が
信
ぜ
ら
れ
て
、
一
六
一
〇
年
か
ら
一
六
四
三
年
の
間
に
か
け
て
、
慾
の
淺
く
な
い
ス
ペ

イ
ン
や
オ
ラ
ン
ダ
の
官
憲
が
こ
の
方
面
に
再
三
探
檢
隊
を
派
遣
し
て
、
金
島
銀
島
の
所
在
を
搜
索
せ
し
め
た
と

い
ふ
滑
稽
な
事
實
も
あ
る
。
今
囘
の
開
國
文
化
大
展
覽
會
に
陳
列
さ
れ
た
世
界
地
圖
の
一
つ
に
、
こ
の
金
島
と

銀
島
を
特
に
麗
々
し
く
表
記
し
て
あ
る
。

　
兔
に
角
ア
ラ
ビ
ア
の
地
理
學
者
イ
ブ
ン
・
コ
ル
ダ
ー
ド
ベ
ー
の
ワ
ク
ワ
ク
か
ら
始
ま
り
、
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ

の
ヂ
パ
ン
グ
を
經
て
、
歐
人
東
漸
後
の
ジ
ャ
パ
ン
に
至
る
ま
で
、
前
後
を
通
じ
て
八
百
年
以
上
、
我
が
國
は
世

界
か
ら
黄
金
國
と
し
て
認
め
ら
れ
た
譯
で
あ
る
。
我
が
國
を
黄
金
國
な
ど
と
は
、
勿
論
訛
傳
若
く
は
誇
張
と
し

て
も
、
之
が
爲
に
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
新
大
陸
發
見
の
如
き
、
歴
史
的
に
重
大
な
事
件
を
惹
き
起
し
て
居
れ
ば
、
こ

の
訛
傳
若
く
は
誇
張
は
、
世
界
に
と
つ
て
寧
ろ
幸
福
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
我
が
國
の
立
場
か
ら
い
へ
ば
、
こ

の
訛
傳
若
く
は
誇
張
の
爲
に
、
開
國
後
歐
人
の
手
で
、
金
銀
の
海
外
流
出
を
繁
く
し
て
、
果
て
は
國
庫
の
窮
乏

を
招
い
た
の
は
事
實
と
し
て
も
、
そ
の
正
貨
の
流
出
や
國
庫
の
窮
乏
は
、
や
が
て
我
が
國
人
を
刺
戟
覺
醒
し
て
、

産
業
を
興
起
せ
し
む
る
動
機
と
な
つ
た
と
す
れ
ば
、
我
が
國
に
と
つ
て
も
、
こ
の
訛
傳
若
く
は
誇
張
は
、
必
ず

し
も
不
幸
と
認
む
べ
き
で
な
い
。
現
に
開
國
以
來
の
金
銀
の
流
出
は
、
主
と
し
て
支
那
の
生
絲
絹
織
物
の
輸
入

　
　
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
も
オ
ラ
ン
ダ
人
も
盛
に
支
那
の
生
絲
絹
織
物
を
輸
入
し
た
　
　
に
よ
つ
た
が
、
そ
の
後
我
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が
國
の
生
絲
や
絹
織
物
の
産
出
が
盛
大
と
な
り
、
今
日
で
は
生
絲
や
絹
織
物
が
、
我
が
國
に
於
け
る
第
一
番
の

輸
出
品
と
な
つ
て
、
過
去
に
失
つ
た
所
を
十
分
現
在
に
償
ひ
つ
つ
あ
る
で
は
な
い
か
。

　
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
始
め
て
我
が
國
に
渡
來
し
た
年
代
に
は
異
説
が
あ
る
が
、
天
文
十
二
年
（
西
暦
一
五
四
三
）

説
が
一
番
正
し
い
。
そ
の
時
我
が
國
に
渡
來
し
た
最
初
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
就
い
て
は
所
傳
區
々
で
、
容
易
に

決
定
し
難
い
が
、
多
く
の
場
合
に
有
名
な
ピ
ン
ト
（Fernam

 M
endez Pinto

）
が
そ
の
一
人
と
し
て
數
へ
ら
れ

て
居
る
。
ピ
ン
ト
が
果
し
て
最
初
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
一
人
で
あ
る
か
は
隨
分
疑
問
で
あ
る
が
、
彼
の
我
が
開

國
に
關
す
る
記
事
は
、
假
に
彼
の
體
驗
で
な
く
、
人
か
ら
の
傳
聞
と
し
て
も
、
相
當
信
憑
し
得
る
樣
に
思
ふ
。

彼
ピ
ン
ト
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
生
れ
の
貧
乏
人
で
あ
る
が
、
西
暦
一
五
三
七
年
に
一
身
代
を
起
す
べ
く
東
洋
に
出
掛

け
た
。
爾
來
一
五
五
八
年
に
至
る
ま
で
二
十
餘
年
の
間
、
東
洋
諸
國
を
放
浪
し
て
、
前
後
三
十
囘
も
捕
虜
と
な

り
、
そ
の
間
に
軍
人
と
な
り
、
或
る
時
は
官
吏
と
な
り
、
或
る
時
は
商
人
と
な
り
、
或
る
時
は
僧
侶
と
な
り
、

或
る
時
は
海
賊
に
も
な
り
、
或
る
時
は
奴
隷
に
も
な
り
、
ま
た
或
る
時
は
乞
食
に
す
ら
な
つ
た
と
い
ふ
、
極
め

て
波
瀾
の
多
い
冒
險
的
旅
行
家
で
あ
る
。
彼
の
『
東
洋
巡
歴
記
』
は
そ
の
死
後
に
、
十
七
世
紀
の
初
期
に
公
に

さ
れ
て
、
廣
く
歐
洲
諸
國
人
に
愛
讀
さ
れ
た
が
、
そ
の
内
容
が
如
何
に
も
奇
怪
で
、
可
な
り
誇
張
も
あ
る
か
ら

出
版
の
當
初
は
荒
誕
な
る
虚
構
談
と
し
て
取
扱
は
れ
、
シ
エ
ク
ス
ピ
ア
の
如
き
も
ピ
ン
ト
を
世
界
第
一
の
虚
言

者
と
極
印
を
付
け
て
居
る
。
さ
れ
ど
今
日
で
は
彼
の
『
東
洋
巡
歴
記
』
の
内
容
は
、
大
體
に
於
て
事
實
と
認
め

ら
れ
て
來
た
。
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ピ
ン
ト
の
『
東
洋
巡
歴
記
』
に
據
る
と
、
彼
は
生
活
の
爲
に
他
の
二
人
の
同
國
人
と
共
に
、
支
那
の
海
賊
船

の
乘
組
員
と
な
つ
た
が
、
こ
の
海
賊
船
が
難
船
し
て
、
我
が
大
隅
の
種
子
島
（Tanixum

a

）
に
漂
着
し
た
か

ら
、
ピ
ン
ト
を
始
め
三
人
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
も
我
が
國
に
上
陸
す
る
事
に
な
つ
た
。
ピ
ン
ト
は
こ
の
事
件
の
年

代
を
明
記
し
て
な
い
が
、
我
が
國
の
史
料
と
對
照
す
る
と
、
天
文
十
二
年
（
西
暦
一
五
四
三
）
の
出
來
事
た
る

こ
と
疑
を
容
れ
ぬ
。
ピ
ン
ト
の
同
伴
者
の
一
人
で
あ
る
ゼ
イ
モ
ト
（D

iego
Zeim

oto

）
の
携
帶
し
た
鳥
銃
が
、

偶
然
そ
の
漂
着
地
の
領
主
の
種
子
島
時
堯






の
注
意
を
惹
き
時
堯
は
そ
の
鳥
銃
を
買
ひ
受
け
、
併
せ
て
製
銃
法
、

射
撃
法
、
火
藥
製
造
法
な
ど
を
傳
習
せ
し
め
た
。
こ
れ
が
我
國
に
新
式
鐵
砲
即
ち
鳥
銃
傳
來
の
濫
觴
で
あ
る
。

時
堯
は
こ
の
功
勞
に
よ
つ
て
、
去
る
大
正
十
三
年
に
正
四
位
を
贈
ら
れ
た
。
ピ
ン
ト
は
そ
の
後
再
三
我
が
國
に

渡
來
し
た
が
、
一
五
四
七
年
に
第
二
囘
の
來
航
の
時
、
鹿
兒
島
か
ら
二
人
の
日
本
人
を
伴
ひ
、
マ
ラ
ッ
カ
で
東

洋
傳
道
の
目
的
で
來
合
せ
た
、
有
名
な
ザ
ヴ
ィ
エ
ル
（FrancisX

avier

）
の
手
許
に
委
託
し
た
。
ザ
ヴ
ィ
エ
ル

は
や
が
て
天
文
十
八
年
（
西
暦
一
五
四
九
）
に
、
こ
の
日
本
人
の
一
人
を
案
内
者
と
し
て
我
が
鹿
兒
島
に
來
て
、

傳
道
を
始
め
た
。
か
く
て
十
六
世
紀
の
半
頃
か
ら
我
が
國
に
於
け
る
歐
洲
人
の
傳
道
や
通
商
が
開
始
さ
れ
る
の

で
あ
る
が
、
歐
洲
人
が
我
が
國
に
來
航
後
の
宗
教
、
經
濟
、
藝
術
等
に
關
す
る
諸
問
題
は
、
他
の
講
師
方
が
既

に
講
演
さ
れ
、
ま
た
今
後
講
演
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
私
は
唯
我
が
國
が
歐
洲
諸
國
と
通
交
を
開
く
ま
で

に
、
如
何
な
る
風
に
世
界
に
知
ら
れ
て
居
つ
た
か
と
い
ふ
こ
と
を
、
大
略
紹
介
い
た
し
た
の
で
あ
る
。

　
私
は
今
こ
の
講
演
を
終
る
に
際
し
て
、
そ
の
結
論
と
し
て
一
言
を
申
添
へ
置
き
た
い
。
我
が
國
は
最
初
は
朝
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鮮
を
通
じ
て
、
大
陸
の
文
化
を
輸
入
し
、
つ
い
で
支
那
を
通
じ
て
、
支
那
固
有
の
文
化
は
勿
論
、
印
度
や
西
域

の
文
化
を
も
輸
入
し
、
最
後
に
歐
洲
諸
國
と
交
通
し
て
、
西
洋
の
文
化
を
輸
入
し
た
が
決
し
て
此
等
諸
種
の
文

化
を
、
漫
然
と
無
批
判
に
無
分
別
に
我
が
國
に
輸
入
し
た
譯
で
な
い
。
我
々
の
祖
先
た
る
我
が
國
の
先
覺
者
は
、

世
界
の
新
文
化
を
我
が
國
に
輸
入
す
る
に
熱
心
で
あ
つ
た
と
同
時
に
、
そ
の
新
文
化
を
我
が
國
體
と
同
化
せ
し

む
る
こ
と
に
熱
心
で
あ
つ
た
。
到
底
我
が
國
體
と
相
容
れ
な
い
文
化
は
、
努
め
て
そ
の
採
用
を
遠
慮
し
た
。
そ

の
結
果
、
西
洋
の
文
化
で
も
、
東
洋
の
文
化
で
も
、
我
が
國
に
傳
來
し
た
以
上
は
、
渾
然
我
が
國
體
と
融
合
し

て
、
我
が
國
の
文
化
と
な
つ
て
仕
舞
つ
た
。
丁
度
西
流
の
河
水
も
、
東
流
の
河
水
も
大
海
に
入
り
た
る
後
は
、

等
し
く
海
水
と
し
て
、
何
等
の
區
別
な
き
と
同
樣
で
あ
る
。
我
が
國
體
を
保
存
し
つ
つ
外
國
の
文
化
を
攝
取
す

る
こ
と
は
、
我
が
國
の
建
國
以
來
の
方
針
で
、
過
去
の
長
い
歴
史
を
通
じ
て
實
行
さ
れ
て
來
た
。
我
が
國
に
は

古
く
和
魂
漢
才
と
い
ふ
言
葉
が
あ
る
。
日
本
の
精
神
を
保
持
し
つ
つ
、
外
國
（
漢
）
の
知
識
を
攝
取
す
る
意
味

で
あ
る
。
こ
の
言
葉
は
菅
公
か
ら
始
ま
つ
た
と
傳
へ
ら
れ
て
居
る
が
、
言
葉
は
兔
に
角
、
言
葉
に
現
は
さ
れ
た

主
義
は
、
菅
公
以
前
か
ら
も
實
行
さ
れ
、
菅
公
以
後
も
實
行
さ
れ
て
居
る
。
國
家
も
生
物
と
等
し
く
、
適
者
が

發
展
し
て
行
く
。
我
が
國
が
建
國
以
來
連
綿
と
し
て
今
日
に
至
る
ま
で
、
適
者
の
位
置
に
立
つ
こ
と
が
出
來
た

の
は
、
全
く
こ
の
和
魂
漢
才
主
義
、
若
く
は
そ
れ
と
同
一
の
意
味
を
も
つ
べ
き
和
魂
洋
才
主
義
の
御
蔭
で
あ
る
。

昭
和
の
時
代
に
も
、
矢
張
り
こ
の
主
義
を
遵
奉
す
る
の
が
安
全
で
あ
る
。
我
が
國
の
過
去
の
歴
史
を
觀
れ
ば
、

將
來
執
る
べ
き
方
針
も
自
然
に
理
會
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
歴
史
を
鑑





と
い
ふ
の
は
是
處
の
こ
と
で
温
故
知
新

は
、
此
の
如
く
し
て
活
用
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
今
囘
朝
日
新
聞
社
の
主
催
さ
れ
た
開
國
文
化
大
展
覽
會
は
誠
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に
結
構
な
催
で
あ
る
が
、
こ
の
大
展
覽
會
を
觀
る
諸
君
は
、
單
に
一
時
の
異
國
情
調
を
味
ふ
と
い
ふ
の
み
で
な

く
、
更
に
進
ん
で
我
が
先
覺
者
が
外
國
の
文
化
を
攝
取
す
る
に
示
し
た
熱
心
と
、
そ
の
外
國
の
文
化
を
我
が
國

體
に
同
化
せ
し
む
べ
く
拂
つ
た
苦
心
と
を
、
併
せ
て
考
慮
し
た
な
ら
ば
、
こ
の
催
が
一
層
價
値
を
増
す
こ
と
と

思
ふ
。
（
昭
和
四
年
三
月
二
十
二
日
講
演
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
四
年
十
一
月
『
開
國
文
化
』
所
載
）
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